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論

文

要

旨

　
さ
き
に
拙
稿
「
墨
書
土
器
と
そ
の
字
形
」
に
お
い
て
、
古
代
の
集
落
遺
跡
か
ら
出
土
す

る
墨
書
土
器
は
、
一
定
の
祭
祀
や
儀
礼
行
為
等
の
際
に
土
器
に
な
か
ば
記
号
と
し
て
意
識

さ
れ
た
文
字
を
記
載
し
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
、
今
後
、
古
代
村
落
内
の
信
仰
形
態

の

実
態
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
課
題
を
提
示
し
た
。

　
本
稿
で

は
、
特
に
千
葉
県
の
印
旛
か
ら
香
取
地
方
に
か
け
て
、
近
年
、
著
し
く
資
料
の

増
加

を
み
て
い
る
文
章
化
さ
れ
た
墨
書
土
器
を
素
材
と
し
て
、
そ
の
祭
祀
や
儀
礼
の
具
体

的
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
ま
ず
、
第
一
に
は
、
房
総
地
区
を
中
心
と
し
て
、
東
日
本
各
地
に
お
け
る
文
章
化
さ
れ

た

墨
書
土
器
に

つ
い

て
、
出
土
遺
跡
・
遺
構
そ
し
て
墨
書
内
容
等
に
関
す
る
情
報
を
整
理

し
て
み
た
。

　
第
二
に
は
、
こ
れ
ら
の
墨
書
内
容
か
ら
は
概
観
す
る
な
ら
ば
、
古
代
の
人
々
が
、
自
ら

の
罪
に

お

の

の

き
、
死
を
恐
れ
、
必
死
に
延
命
を
願
う
姿
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
古
代
の
人
々
が
恐
れ
た
冥
界
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
古
代
中
国
に
お
い
て
形

成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
我
が
国
に
ど
の
よ
う
な
形
で
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
か
、
全
体

的
動
向
を
み
て
み
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
古
代
中
国
に
お
い
て
は
、
死
後
の
世
界

に

関
す
る
中
国
人
の
古
来
の
俗
説
の
刺
戟
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
、
仏
教
と
も
道
教
と
も
一

般
信
仰
と
も
つ
か
ぬ
混
合
し
た
相
で
現
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
冥
界
信
仰
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
ま
ま
の
形
で
我
が
国
に

受
容

さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
『
日
本
霊
異
記
』
に
は
、
そ
の
具
体
的
説
話
が
多
数
収
載
さ

れ
て

い
る
。

　
結
局
の

と
こ
ろ
、
現
状
で
み
る
か
ぎ
り
、
東
日
本
各
地
に
お
け
る
集
落
遺
跡
出
土
の
多

文
字
の

墨
書
土
器

は
、
古
代
の
人
々
が
、
自
ら
の
罪
に
よ
っ
て
冥
界
に
召
さ
れ
る
こ
と
を

免
れ
る
た
め
に
、
必
死
で
土
器
に
御
馳
走
を
盛
っ
て
供
え
る
い
わ
ゆ
る
賄
賂
（
ま
い
な
い
）

行
為
を
実
施
し
て
い
た
姿
を
伝
え
た
も
の
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

　
筆
者

は
、
さ
き
に
「
墨
書
土
器
と
そ
の
字
形
ー
古
代
村
落
に
お
け
る
文
字
の
実
相

ー
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
三
五
集
、
一
九
九
一
年
）
と
題
し
た

論
考
に

お

い

て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

　
墨
書
土
器
の
文
字
は
、
そ
の
種
類
が
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
、
各
地
の
遺
跡
で
共
通

し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
字
形
も
、
各
地
で
類
似
し
、
し
か
も
本
来
の
文
字
が
変

形

し
た
ま
ま
の
字
形
が
広
く
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
お
そ
ら
く
一
定
の
祭

祀
や

儀
礼
行
為
等
の
際
に
土
器
に
な
か
ば
記
号
と
し
て
意
識
さ
れ
た
文
字
を
記
す
、

い

い

か

え
れ
ば
、
祭
祀
形
態
に
付
随
し
、
一
定
の
字
形
な
か
ば
記
号
化
し
た
文
字
が

記
載
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
、
古
代
村
落
内
の
信
仰
形
態

の

実
態
や
墨
書
土
器
の
も
つ
多
面
的
な
意
義
に
つ
い
て
は
、
多
角
的
な
視
野
か
ら
ア

プ
ロ

ー
チ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
そ
の
課
題
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
集
落
遺
跡
に
お
け
る
墨
書
土
器
は
一
般
的
に
一
な
い
し
二
文
字
程
度
の

文
字
数

し
か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
文
字
を
単
独
に
取
り
扱
っ
て
も
容
易
に
文
字

内
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
千
葉
県
北
東
部
い
い
か
え
れ
ば

古
代
の

下
総
国
印
旛
郡
・
香
取
郡
・
埴
生
郡
お
よ
び
上
総
国
武
射
郡
な
ど
の
地
域
に

お

い

て
、
多
文
字
の
墨
書
土
器
が
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
字
資
料
を
手

が
か

り
と
し
て
、
村
落
に
お
け
る
具
体
的
な
祭
祀
形
態
を
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

　
本
稿
で
は
、
ま
ず
上
記
の
地
域
を
中
心
と
し
て
、
多
文
字
の
墨
書
土
器
に
つ
い
て

遺
跡
の
概
要
な
ど
を
含
め
て
主
要
な
資
料
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
つ
ぎ
に
、
多
文

字
の
墨
書
土
器
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
に
古
代
人
の
死
に
対
す
る
観
念
お

よ
び
死
後
の
世
界
に
対
す
る
恐
れ
を
読
み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
死
後
の
世

界
い
わ
ゆ
る
冥
界
思
想
の
中
国
に
お
け
る
形
成
過
程
と
我
が
国
の
受
容
状
況
を
明
ら

か
に

す

る
必
要
が
あ
る
。
最
後
に
、
こ
う
し
た
信
仰
と
上
記
の
墨
書
土
器
と
の
関
連

に

つ

い
て

言
及
し
て
み
た
い
。

一　

古
代
遺
跡
出
土
の
墨
書
土
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

千
葉
県
山
武
郡
芝
山
町
・
庄
作
遺
跡

　
本
遺
跡

は
、
現
段
階
に
お
い
て
全
国
的
に
み
て
も
最
も
情
報
豊
か
な
墨
書
土
器
を

多
数
出
土
し
て
い
る
。

　
庄
作
遺
跡
は
、
新
東
京
国
際
空
港
の
東
南
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
小
原
子
遺
跡
群
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
。
地
形
は
栗
山
川
の
支
流
で
あ
る
高
谷
川
・
多
古
橋
川
に
よ
っ

て

開
析
さ
れ
た
小
支
谷
が
入
り
込
む
樹
枝
状
台
地
に
立
地
す
る
。
遺
跡
は
推
定
で
南

北
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
、
東
西
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
規
模
を
有
す
る
。

　
遺
構

は
細
尾
根
の
一
部
を
除
い
て
、
広
範
囲
に
お
よ
び
、
住
居
跡
七
一
軒
が
検
出

さ
れ
て
い
る
。
早
く
は
七
世
紀
の
後
半
に
出
現
し
、
調
査
範
囲
内
で
は
一
〇
世
紀
代

で
終
焉
を
迎
え
る
（
図
1
）
。
（
表
1
）
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表1　庄作遺跡　墨書土器一覧〔山武考古学研究所

　　　国立歴史民俗博物館研究報告　第68集（1996）

『小原子遺跡群調査報告書』1990年〕

遺構番゜ 器種 文字位置 釈　文 土器年代 遺構番号 器種 文字位置 釈　文 土器年代

192 圷 外底部正位 「八」
8C中頃 426 杯 外体部横位 「万力収」 9C前半

211 杯 内面倒位 「十」 8C後半 7 杯 外体部樹立 「五万収」

外体部倒位 「十」 8 杯 外底部 1手」

2 杯 外体部横位 「八」カ 452 高台付杯 外底部 「本」 9C前半

221 杯 内体部正位 「上」刻書「上」 9C前半 6 杯 外底部 「子力家」

2 杯 外体部正位 「下」 7 杯 外底部 体」

3 圷 外体部正位 「八」 8 杯 外底部 「口体力）」

4 杯 外底部 墨痕あり 461 杯 外底部 人面墨書顎髭部分 9C初頭

5 杯 外体部倒位 「八」 2 杯 外底部 「本」

6 杯 外体部正位 「西」カ 3 杯 内底部 墨痕あり

7 杯 外底部 「上」 9 杯 外体部樹立 1×秋人歳神奉進

242 杯 外体部正位 「子刻 9C前半 上総力x」

252 圷 外底部 「得」 9C前後 1
0

圷 外底部 注」

3 杯 外体部正位 「丈頗次召代国神奉」 508 杯 外底部 「伊」
9C第3

内面 人面墨書 9 圷 外体部 「口」

7 甕 外体部正位 「罪ム国玉神奉」 1
0

杯 外底部 「本」

外体部 人面墨書 l
l

圷 外底部 体」

263 杯 外底部 「口」 8c後半 1
2

杯 外体部 墨痕あり

7 杯 外体部正位 「里井」 551 圷 外底部 「得1 8C中頃

297 圷 外底部 「口」 2 杯 外底部 「得」

303 杯 外底部 墨痕あり 8C中頃 3 杯 外底部 墨痕あり

4 圷 外体部 墨痕あり 4 杯 外底部 「口」

5 圷 外底部 墨痕あり 565 杯 外底部 「人」
8C第2

321 圷 外体部倒位 「十」 9C初頭 571 杯 外底部 「口」

2 圷 外体部横位 「父大大」 2 杯 外底部 「ロカ」

5 杯 外体部横位 「十千」 581 圷 外底部 「竈剤

6 杯 外体部正位 「土」 596 圷 外底部 墨痕あり

7 杯 外体部正位 「山」 7 杯 外底部 「口」

内底部 「山」 8 杯 外底部 「口」

1
4

須恵圷 外底部 「土」刻書 9 杯 外体部樹立 「子後」 9C中頃

1
5

須恵i不 外底部 「土」刻書 6512 杯 外底部 墨痕あり 7C後半

388 杯 外底部 「本」 8C中～後半 661 杯 外底部 「得」

9 杯 外底部 墨痕あり 67 杯 外底部 「手」

1
0

杯 外底部 1矢x」 外体部正位 人面墨書

411 杯 外底部 「申万呂」 8C中頃 内体～底部 「国玉神剰
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遺構番゜ 器種 文字位置 釈　文 土器年代 遺構番号 器種 文字位置 釈　文 土器年代

6
7

2
8 杯 外底部 墨痕あり

6 圷 外底部 「得」 2
9 圷 外底部 墨痕あり

9 杯 外体部正位 「得」 30 杯 外底部
「人」

1
0

杯 外底部 「得」 3
1 杯 外底部 墨痕あり

1
1

杯 外底部 「得」 3
2 杯 外底部 墨痕鋤

1
4

杯 外底部 「手」 3
3 杯 外底部 墨痕あり

1
5

圷 外体部正位 「川
3
4 圷 外底部 墨痕あり

1
6

杯 外体部正位 「得」 692 圷 内底部
「本」 8C第3

1
7

杯 外体部横位 「丈部」 1
3 杯 外底部

「廣力」

1
8

杯 外体部 墨痕あり
2
5 杯 外底部 墨痕あり

20 杯 外体部横位 「［コ継罪口」
2
6 外底部 墨痕あり

2
1

杯 外底部 「本」 745 杯 外体部
「得」 8C後半

22 須恵杯 外底部 「十1刻書 6 圷 外底部 「得1

2
5

杯 外体部 「得」 7 杯 外体部正位
「得1

26 杯 外底部 「得」 8 杯 外底部
「得」

27 杯 外底部 「得」 9 杯 外体部横位
「得」

2
8

〕
不 外底部 「得」 772 杯 外底部

「本」 9C前半

2
9

杯 外底部 「得」 表採2 ］
不 外体部 墨痕あり

3
0

杯 外底部 墨痕あり 3 杯 外底部 「仁口

3
1

杯 外底部 「人」 4 杯 外底部 墨痕あり

6
8

9C前半 5 圷 外底部 墨痕あり

1
2

杯 外底部 「人」 6 圷 外底部
墨痕あり

1
3

杯 外底部 「酒杯」 7 杯 外底部 墨痕あり

1
6

杯 外底部 「人」 3T・8，2 圷 外底部
墨痕あり

1
7

杯 外底部 「人」 3T・9，1 圷 外底部 「子刈

1
9

杯 外底部 「井」 3T－13， 杯 外底部
「酒杯」

外体部倒位 「佛酒」 3

20 杯 外底部 「口口女奉」 3T－14， 杯 内底部
「得」カ

2
1

杯 外底部 「人」 4

2
2

圷 外底部 「人力」 SD・1 杯 外底部
「x田口」

2
3

杯 外底部 「人」 SK・20 圷

24 杯 外底部 「得」 4
外底部

「得」

2
5

圷 外底部 「人」

26 杯 外底部 「人」

2
7

杯 外底部 「酒x」
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八
世
紀
前
半
の
墨
書
土
器
は
五
八
号
住
居
跡
の
非
ロ
ク
ロ
土
師
器
圷
の
底
部
外
面

に

「竃
神
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
土
器
は
赤
彩
を
施
さ
れ
て
い
る
（
図
2
）
。

図2　千葉県庄作遺跡の墨書土器

　　　58号住居跡　土師器圷

　　　外面底部　「竃神」

　
八
世
紀
中
頃
の
住
居
跡
は
、
そ
の
規
模
が
前
代
に
比
較
し
て
か
な
り
小
型
化
す
る
。

三
〇
号
住
居
跡
で
は
、
破
片
三
点
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
点
は
同
住

居
跡
共
伴
の

鉄
鉢
を
模
倣
し
た
土
師
器
鉢
と
同
様
の
も
の
の
断
片
で
あ
る
が
、
文
字

は
判
読
不
可
能
で
あ
る
。
四
一
号
住
居
跡
・
土
師
器
圷
底
部
外
面
「
申
万
呂
」
と
記

さ
れ
た
墨
書
土
器
が
あ
る
。

　
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
全
体
的
に
住
居
跡
の
規
模
は
六
七
・
六
九
号
住
居
跡
を

除
い
て
小
型
化
は
変
化
な
い
。
そ
の
比
較
的
規
模
の
大
き
い
六
七
号
住
居
跡
（
五
・

五
×

五
・
一
メ
ー
ト
ル
）
は
墨
書
土
器
が
二
〇
点
も
出
土
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、

①
人
面
墨
書
土
器
は

体
部
外
面
に

人
面
お

よ
び
両
手
で
輪
を
つ
く
り
、
底
部
外
面
に

「手
」
、
内
面
に
「
国
玉
神
奉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
土
師
器
圷
で
あ
る
（
図
3
）
。
②

土
師
器
圷
体
部
外
面
・
横
位
「
口
継
罪
口
」
、
底
部
内
面
「
国
玉
」
（
図
4
）
、
③
土

雲
働
5
竿

「罪司」への供献を示す墨書土器

25号住居跡　土師器甕

外面胴部　人面墨書・「罪ム国玉神奉」
10cm0

．

②67号住居’跡土師器杯

　　外面体部・横位「［：：］継罪口」（千葉・庄作遺跡）

　　内面底部　　「国玉」

㎞

図3　千葉県庄作遺跡の墨書土器

　　　67号住居跡　土師器圷

　　　外面体部　人面墨書

　　　外面底部　「手」

　　　内面「国玉神奉」

図4　千葉県庄作遺跡の墨書土器
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師
器
圷
体
部
外
面
「
丈
部
」
な
ど
。

　
九
世
紀
前
半
も
、
住
居
跡
の
状
況
は
八
世
紀
後
半
と
同
様
で
あ
る
。

　
①

二
五
号
住
居
跡
・
土
師
器
圷

　
　
内
面
ー
人
面
墨
書
、
体
部
外
面
・
正
位
1
「
丈
部
真
次
召
代
国
神
奉
」

　
②

二
五
号
住
居
跡
・
土
師
器
甕
（
図
4
）

　
　
胴
部
外
面
・
正
位
－
人
面
墨
書
・
「
罪
ム
国
玉
神
奉
」

　
③

四

六
号
住
居
跡
・
土
師
器
圷

　
　
体
部
外
面
・
正
位
1
人
面
墨
書
（
あ
ご
ひ
げ
部
分
の
み
）

　
④

四
六
号
住
居
跡
・
土
師
器
圷
（
図
5
）

体
部
外
面
・
横
位
ー
「
×
秋
人
歳
神
奉
進
　
上
総
×
」

　
人
面
墨
書
土
器
に

つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
畿
内
や
地
方
官
衙
を
中
心
と
す
る
出
土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

図5　千葉県庄作遺跡の墨書土器

　　　　46号住居跡・土師器圷

　　　　外面体部　　「×秋人歳神奉進　上総×」

　　　　　　　　　　　　　（千葉・庄作遺跡）

傾
向
か
ら
、
国
家
祭
祀
レ
ベ
ル
で
把
握
さ
れ
て
き
た
。
人
面
は
疫
病
神
に
対
す
る
祓

い

の

祭
祀
で

あ
り
、
外
来
神
（
漢
神
）
を
ま
つ
る
祭
儀
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か

し
近
年
東
国
各
地
で
数
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
人
面
墨
書
土
器
に
つ
い
て
、
ま
っ
た

く
同
様
に
説
明
で
き
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。

　
⑤

六
八
号
住
居
跡
・
土
師
器
圷

　
　
底
部
外
面
「
酒
圷
」

　
⑥

六
八
号
住
居
跡
・
土
師
器
圷

　
　
体
部
外
面
・
倒
位
「
佛
酒
」
、
底
部
外
面
「
＃
」

　
⑦

六
八
号
住
居
跡
・
土
師
器
圷

　
　
底
部
外
面
「
夫
口
女
奉
」

　
六
八
号
住
居
跡
で
は
墨
書
土
器
が
二
一
点
検
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
「
人
」
が
一
〇

点
に

お

よ
ん
で
い
る
。

　
九
世
紀
中
頃
に
な
る
と
、
住
居
跡
の
分
布
も
減
少
し
、
墨
書
土
器
は
検
出
さ
れ
て

い
な
い
。

　
結
局
、
墨
書
土
器
は
、
八
世
紀
第
2
四
半
期
に
出
現
す
る
「
竃
神
」
か
ら
始
ま
り
、

九
世
紀
第

3
四
半
期
の
「
伊
」
「
本
」
で
終
焉
を
迎
え
る
。
ま
た
、
人
面
墨
書
は
八
世

紀
の

後
半
か

ら
九
世
紀
の
初
期
に
出
現
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
他
、
注
目
す
べ
き

遺
物

と
し
て
は
、
灯
明
皿
が
多
数
検
出
さ
れ
て
い
る
。
灯
明
皿
は
土
師
器
圷
の
転
用

の

も
の
以
外
に
、
口
径
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
お
さ
ま
る
小
型
の
灯
明
皿
は
、

箱
型
を
呈
し
、
静
止
糸
切
り
、
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
を
施
す
灯
明
専
用
の
土
器
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
に
伴
う
形
で
瓦
塔
片
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
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＜ン｝（＼
一’ へ．

n
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望
戸
H

現

新

川

図6　萱田地区遺跡群全体図（r白幡前遺跡発掘調査報告書』より転載）
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（
2
）

千
葉
県
八
千
代
市
萱
田
地
区
遺
跡
群

　
千
葉
県
の
北
半
を
占
め
る
下
総
台
地
の
中
央
部
に
は
、
千
葉
県
の
水
ガ
メ
と
も
い

わ

れ

る
印
旛
沼
が
所
在
し
て
い
る
が
、
本
遺
跡
群
は
こ
の
印
旛
沼
の
西
端
の
湖
尻
に

注

ぐ
新
川
左
岸
の
台
地
上
に
立
地
し
て
い
る
。
萱
田
地
区
内
の
奈
良
・
平
安
時
代
の

大
規
模
な
集
落
遺
跡
は
、
白
幡
前
遺
跡
・
井
戸
向
遺
跡
・
北
海
道
遺
跡
・
権
現
後
遺

跡
で
あ
る
（
図
6
）
。
こ
の
萱
田
地
区
と
旧
平
戸
川
の
対
岸
に
あ
た
る
村
上
地
区
を
含

め
た
地
は
、
古
代
に
お
け
る
下
総
国
印
旛
郡
村
神
郷
に
比
定
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
。

イ
　
白
幡
前
遺
跡

　
萱

田
遺
跡
群
の
う
ち
最
も
南
に
位
置
す
る
遺
跡
で
あ
り
、
北
側
の
寺
谷
津
と
呼
ば

れ

る
小
支
谷
を
隔
て
て
井
戸
向
遺
跡
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
。
台
地
上
の
約
八
六
、

○
○
○
平
方

メ
ー
ト
ル
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
竪
穴
住
居
二
七
九
軒
、
掘
立
柱
建
物
跡

一
五
〇
棟
、
井
戸
跡
五
基
等
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
群
は
、
八
世
紀

前
半
の
一
時
期
と
、
八
世
紀
中
葉
か
ら
一
〇
世
紀
初
頭
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
検
出

さ
れ
た
建
物
群
は
、
竪
穴
住
居
と
掘
立
柱
建
物
が
一
定
の
区
域
に
ま
と
ま
り
を
も
っ

て

分
布
し
て
お
り
、
北
か
ら
南
へ
1
群
A
～
3
群
ま
で
の
9
群
に
把
握
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
建
物
群
は
、
調
査
区
域
の
東
側
や
南
西
側
の
未
調
査
区
域
へ
も
広

が

り
を
み
せ
て
お
り
、
村
神
郷
内
で
最
大
規
模
の
遺
跡
で
あ
る
。

　
墨
書
土
器
七
一
六
点
、
刻
書
土
器
八
二
点
、
ヘ
ラ
書
土
器
一
四
点
に
の
ぼ
る
膨
大

な
量
が
出
土
し
て
い
る
。

　

2
群
A

　
　
二
五
八
号
住
居
跡
・
土
師
器
甕

胴
部
外
面
　
人
面
墨
書

　
　
　
　
　
「
丈
部
人
足
召
代
」

ロ

　
井
戸
向
遺
跡

　
北
海
道
遺
跡
と
同
じ
台
地
上
に
所
在
す
る
が
、
北
海
道
遺
跡
が
北
側
の
谷
に
面
し

て

い

る
の
と
は
反
対
に
、
台
地
南
側
の
谷
に
面
し
た
台
地
縁
辺
に
広
が
っ
て
お
り
、

谷
を
隔
て
て
白
幡
前
遺
跡
と
対
し
て
い
る
。
約
一
二
〇
、
○
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
の

調
査
区
域
か
ら
、
竪
穴
住
居
跡
九
五
軒
、
掘
立
柱
建
物
跡
四
九
棟
、
井
戸
跡
一
〇
基

が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
建
物
群
は
八
世
紀
中
葉
の
一
時
期
と
、
八
世
紀
末
頃
か

ら
一
〇
世
紀
初
頭
頃
に
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
。
検
出
さ
れ
た
建
物
群
は
、
分
布
に
ま

と
ま
り
が
み
ら
れ
、
北
か
ら
南
へ
1
群
～
W
群
ま
で
の
四
群
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

　
墨
書
土
器
二
五
〇
点
、
刻
書
土
器
二
七
点
の
計
二
七
七
点
が
出
土
し
て
い
る
。
時

期
的
に
は
八
世
紀
代
に
は
刻
書
土
器
が
多
く
、
墨
書
土
器
は
数
点
を
除
き
、
九
世
紀

代
の

4
a
期
か
ら
6
期
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
1
群
が
全
体
の
半
数
以
上
を
出
土
し

て

い

る
。
ま
た
最
も
出
土
数
の
多
い
の
は
「
冨
」
の
六
三
点
、
次
い
で
「
㊧
」
の
一

四
点
、
「
入
」
の
一
二
点
で
あ
る
。

ハ
　
北
海
道
遺
跡

　
権
現
後
遺
跡
か
ら
小
支
谷
を
隔
て
た
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
側
の
台
地
上
に
所

在
す

る
。
台
地
上
の
約
一
二
〇
、
○
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
の
調
査
区
域
か
ら
竪
穴
住

居
跡

＝
四
軒
、
掘
立
柱
建
物
跡
一
〇
棟
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
1
群
か
ら
珊
群
ま

で
の

八
つ
の

建
物
群
に

分
け
ら
れ
て
い
る
。

　
墨
書
土
器
は
、
一
一
〇
点
（
四
一
種
）
、
刻
書
土
器
六
点
（
六
種
）
で
あ
る
。
墨
書

土
器
は
八
世
紀
中
葉
に
出
現
し
、
九
世
紀
前
葉
か
ら
後
葉
に
か
け
て
盛
行
す
る
。
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奉
t
R
方
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　

㎞

　
最
も
出
土
数
の
多
い
も
の
は
「
冨
」
の
二
七
点
、
次
い
で
「
⑰
」
「
万
」

で
あ
る
。

　

m
群

　
①

一
四

五
号
住
居
跡
・
土
師
器
圷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丈
ヵ
〕

　
　
体
部
外
面
・
横
位
「
村
神
口
」
「
朝
B
」

　
　
底
部
外
面
「
朝
日
」

　
②

一
四

六
号
住
居
跡

土
師
器
圷
（
図
7
）

　
　
体
部
外
面
・
横
位
「
丈
部
乙
刀
自
女
形
代
」

二
　
権
現
後
遺
跡

　
萱
田

地
区
の
遺
跡
群
の
中
で
最
も
北
側
に
位
置
し
て
い
る
。
一
七
二
、
○
○
○
平

方

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
広
大
な
台
地
上
の
う
ち
、
東
側
の
台
地
縁
辺
に
竪
穴
住
居
跡
六

五
軒
、
掘
立
柱
建
物
跡
一
七
棟
、
土
器
焼
成
遺
構
七
基
、
井
戸
一
基
な
ど
が
検
出
さ

れ
て

い
る
。

の

七
点

図7　八千代市北海道遺跡の土師器圷

　　　　　体部外面・横位

　　　　　「丈部乙刀自女形代」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

訂
㌻

　
遺
構
群
は
四
地
区
に
ま
と
ま
っ
て
分
布
し
て
お
り
、

さ
れ
て
い
る
。

　
墨
書
土
器
一
九
八
点
、

に

W
群
で

「
天
人
」

て

の
も
の
で
あ
る
。

　

H
群

①

一
八
九
号
住
居
跡
・
土
師
器
圷
（
図
8
）

　
　
内
面
ー
人
面
墨
書

　
　
体
部
外
面
ー
「
村
神
郷
丈
部
国
依
甘
魚
」

　
W
群

②

四

五
号
住
居
跡
・
土
師
器
圷

　
　
体
部
外
面
・
横
位
1
「
天
人
」

婁

　笛．

㎞

図8　八千代市権現後遺跡の土師器圷

　　　　　内面　人面墨書

　　　　　外面体部　「村神郷丈部国依甘魚」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　54

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
～
W
群
の
建
物
群
に
把
握

　
　
刻
書
土
器
三
点
の
計
二
〇
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
二
期

の

墨

書
が
出
土
し
た
以
外
は
す
べ
て
4
a
期
か
ら
5
期
に
か
け



“

古代人の死”と墨書土器

8
。潤♂

先土器時代炉証

先土器時代o

O　　　o

2号筐

○

o

◇◇

∬〉・号住
（⊃

蓮
ぴ

○

古這（）

桑
田
寺

土
地
占

0　　　　　20m

図9　久能高野遺跡遺構配置図
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日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

千
葉
県
印
旛
郡
富
里
町
・
久
能
高
野
遺
跡

　
久
能
遺
跡
群
は
、
富
里
町
の
北
に
位
置
し
、
成
田
市
と
の
境
界
を
流
れ
る
根
木
名

川
に
よ
り
樹
枝
状
の
比
較
的
深
い
谷
津
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
、
久
能
高
野
遺
跡
は
、
北
か
ら
東
側
を
囲
む
よ
う
に
谷
津
が
め
ぐ
り
、

西
側
に

は

谷
頭
が
進
入

し
た
地
形
で
、
標
高
約
三
八
メ
ー
ト
ル
の
台
地
上
に
立
地
す

る
。
奈
良
～
平
安
時
代
の
住
居
跡
は
調
査
区
の
南
側
に
帯
状
に
存
在
し
、
そ
の
北
側

に

約
二
〇
～
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
空
間
も
帯
状
を
呈
し
て
い
る
。

　
久
能
高
野
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
墨
書
土
器
は
三
三
点
出
土
し
て
い
る
が
、
と
く
に

一
三
号
住
居
跡
出
土
の
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。
ニ
ニ
号
住
居
跡
は
、
調
査
区
の
南
東

に

他
の
住
居
と
離
れ
た
や
や
孤
立
し
た
観
の
あ
る
住
居
跡
で
、
三
・
七
×
三
・
ニ
メ
ー

ト
ル
の
ご
く
平
均
的
な
規
模
で
あ
る
（
図
9
）
。

イ
　
土
師
器
圷
・
体
部
外
面
・
横
位
「
罪
司
進
上
代
」
（
図
1
0
）

ロ

　
土
師
器
圷
・
底
部
外
面
「
桑
田
寺
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
四
　
千
葉
県
印
旛
郡
印
西
町
・
鳴
神
山
遺
跡

　
遺
跡

は
印
旛
沼
の
西
端
に
そ
そ
ぐ
新
川
の
支
流
、
戸
神
川
の
右
岸
、
標
高
二
五
メ
ー

ト
ル
の
台
地
上
に
立
地
し
て
い
る
。
こ
の
台
地
は
東
か
ら
小
支
谷
が
入
り
込
む
が
、

南
北
九
〇
〇

メ
ー
ト
ル
、
東
西
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
南
北
に
伸
び
る
台
地
上
全
域
で

集
落
が
展
開
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
検
出
遺
構
は
奈
良
・
平
安
時
代
に
限
る
と
、
竪
穴
住
居
跡
二
〇
八
軒
、
掘
立
柱
建

物
跡

四
一
棟
、
溝
五
条
等
で
あ
る
。
遺
物
は
多
量
の
土
師
器
・
須
恵
器
の
ほ
か
に
、

帯
金
具
・
三
彩
陶
器
が
あ
る
。

　
①

〇
一
四
号
住
居
跡
・
土
師
器
圷
（
図
1
1
）

　
　
体
部
内
面
ー
「
丈
尼
」

　
　
体
部
外
面
1
「
丈
尼
　
丈
部
山
城
方
代
奉
」

②
〇
六
一
号
住
居
跡
・
土
師
器
圷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丈
部
力
〕

　
　
体
部
外
面
ー
「
同
口
×
　
　
×
×
口
口
刀
自
女
召
代
進
上
」

③
○
〇
六
号
住
居
跡
・
土
師
器
甕

　
　
胴
部
外
面
ー
「
国
玉
神

図10　富里町久能高野遺跡の土師器圷

　　　　　外面体部　「罪司進上代」
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ぱ
澄鄭

遅

㌔
、

一　

一

図11千葉県鳴神山遺跡の墨書土器

“古代人の死”と墨書土器

㈲

上
奉

丈
部
鳥

万
呂
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

千
葉
県
印
旛
郡
酒
々
井
町
・
長
勝
寺
脇
館
跡

　
遺
跡

は
中
世
遺
構
を
主
と
す
る
が
、
古
代
の
遺
構
と
し
て
、
竪
穴
住
居
跡
七
軒
と

大
型
土
坑
四

基
が
認
め

ら
れ
た
（
図
1
2
）
。
四
基
の
う
ち
の
4
号
土
坑
は
平
面
が
楕
円

形
、
断
面
が
逆
台
形
状
、
底
面
が
平
坦
で
あ
る
。
全
体
的
に
人
為
的
な
埋
土
、
遺
物

は
破
砕
さ
れ
た
圷
が
中
位
面
よ
り
下
面
底
部
に
か
け
て
出
土
し
て
い
る
。
4
号
土
坑

は
一
〇
世
紀
代
と
考
え
ら
れ
、
四
点
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
底
部
破
片
の

一
点
を
除
き
、
他
の
三
点
は
極
め
て
酷
似
し
た
特
徴
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

特
徴

は
埋
土
中
か
ら
細
か
な
破
片
と
し
て
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
三
点
と
も
ほ
ぼ
器

形
・
胎
土
・
色
調
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
、
墨
書
は
体
部
外
面
に
横
位
で
記
さ
れ
て

い

る
こ
と
な
ど
、
共
通
し
て
い
る
（
図
1
3
）
。

　
①

n治
，
口
一
門
命
替
神
奉

　
②

口
口
口

口
口
命
替
神
×
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図12　長勝寺館跡全測図
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③

　
×
［
U
奉

㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

長
野
県
岡
谷
市
長
地
・
榎
垣
外
遺
跡
榎
海
戸
地
籍

図13　長勝寺脇館跡の墨書土器（004大型土坑出土土器）

　　　1　［ニコ命替神奉

　　　2　［コ命替神×

　　　3［＝＝＝］奉

　
遺
跡

は
横
河
川
東
岸
の
ゆ
る
や
か
な
南
面
す
る
斜
面
の
台
地
に
あ
り
、
ニ
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
四
方
に
お
よ
ぶ
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。
砥
川
を
は
さ
ん
で
は
る
か

諏
訪
大
社
下
社
と
向
き
合
う
位
置
に
あ
る
。
縄
文
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
の
複
合

遺
跡

と
考
え
ら
れ
る
が
、
主
体
は
八
～
一
〇
世
紀
に
わ
た
る
集
落
跡
と
掘
立
柱
建
物

群
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
一
九
八
二
年
に
調
査
さ
れ
た
ス
ク
モ
塚
地
籍
で
は
、
一
、

三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
か
ら
、
二
×
四
間
の
建
物
跡
四
棟
、
二
×
二
間
の
倉

庫
跡
二
棟
、
三
×
三
間
の
総
柱
の
倉
庫
跡
一
棟
、
二
×
六
間
、
二
×
八
間
以
上
の
長

大
建
物
跡
が
二
棟
検
出
さ
れ
、
古
代
の
諏
訪
郡
内
の
官
衙
跡
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
榎
海
戸
地
籍
の
発
掘
調
査
で
は
、
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
一
一
棟
が
検
出
さ
れ

た

が
、
こ
の
調
査
で
特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
墨
書
土
器
で
あ
る
。
「
正
」
と
墨
書
さ
れ

た

も
の
が
、
五
・
八
・
一
二
号
住
居
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
な
か
で
も
五
号
住
居

跡
か
ら
の
出
土
量
が
多
い
。
五
号
住
居
跡
は
五
・
三
×
八
メ
ー
ト
ル
の
南
北
に
長
い

方
形
の
住
居
跡
で
あ
る
。
墨
書
土
器
は
、
一
種
の
記
号
か
と
推
定
さ
れ
る
「
Ω
」
が

一
〇
数
点
確
認
さ
れ
て
い
る
。

イ
　
土
師
器
圷
・
体
部
外
面
・
倒
位
放
射
状
に
三
個
所
「
神
司
」
（
図
1
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
㈲
　
福
島
県
い
わ
き
市
平
菅
波
・
荒
田
目
条
里
遺
跡

　
遺
跡

は
夏
井
川
下
流
の
右
岸
に
位
置
し
、
太
平
洋
の
海
岸
よ
り
西
へ
約
二
・
五
キ

ロ

メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
る
。
古
代
に
お
け
る
陸
奥
国
磐
城
郡
内
に
あ
り
、
磐
城
郡
家

に

比
定
さ
れ
る
根
岸
遺
跡
は
、
南
東
方
向
へ
約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ

る
。
西
方
約
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
は
延
喜
式
内
社
の
大
国
魂
神
社
、
北
方
約
八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
に
緑
紬
陶
器
を
多
く
出
土
し
た
小
茶
円
遺
跡
が
あ
る
。
荒
田
目
条
里
遺
跡

は
、
約
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
広
大
な
遺
跡
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
の
調
査

地
点
は
、
遺
跡
の
ほ
ぼ
中
央
部
西
寄
り
の
小
字
名
「
礼
堂
」
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
、

浜
堤
の

東
側
裾
部
で
低
湿
地
と
の
境
に
あ
た
る
。
調
査
の
結
果
、
幅
一
六
メ
ー
ト
ル

以
上
に

わ
た

る
河
川
跡
が
発
見
さ
れ
、
河
川
内
よ
り
古
墳
時
代
中
期
か
ら
平
安
時
代

中
期
に
か
け
て
の
遺
物
が
多
数
出
土
し
た
。
遺
物
の
大
半
は
、
人
面
墨
書
土
器
や
絵
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馬
・
人
形
・
馬
形
・
刀
形
・
斎
串
・
墨
書
土
器
な
ど
の
、
九
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
代

の

祭
祀
に

関
わ
る
遺
物
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
文
書
木
簡
や
付
札
な
ど
の
木
簡
三
五
点

が
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
の
内
容
か
ら
推
し
て
本
遺
跡
は
、
磐
城
郡
家
の
西
北
部
に

位
置
す

る
郡
家
関
連
施
設
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

　
墨
書
土
器

イ
　
土
師
器
鉢
・
胴
部
外
面
（
図
1
5
）

　
　
　

「
（人
面
墨
書
）

　
　
　
　
磐
城
口

　
　
　
　
磐
城
郷

　
　
　
　
丈
部
手
子
万
呂

　
　
　
　
召
代
」

ロ

　
土
師
器
圷
・
体
部
外
面
・
横
位

　
　
　
「
多
臣
永
野
麻
呂
身
代
」

二
　
古
代
文
献
史
料
に
み
え
る
古
代
人
の
死
と
祈
り

日
　
中
国
に
お
け
る
冥
道
信
仰
の
形
成

　
我
が
国
に
お
い
て
は
、
本
来
の
神
祇
祭
祀
は
個
人
信
仰
・
現
世
利
益
の
信
仰
を
中

心
的

な
存
在
と
は
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
現
世
に
お
け
る
長
寿
延
命
祈
願
な
ど
の

息
災
と
増
益
こ
そ
、
中
国
に
お
い
て
の
密
教
と
俗
信
道
教
と
の
接
点
で
あ
る
。
我
が

国
も
そ
の
強
い
影
響
の
下
、
そ
の
よ
う
な
信
仰
が
都
の
み
で
は
な
く
、
地
方
社
会
に

深
く
浸
透
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
“
古
代
人
の
死
と
祈
り
”
と
い
う
テ
ー
マ
を
最
も
象
徴
的
に
表
し
て
い

る
地
獄
の
冥
官
ー
閻
羅
王
と
太
山
府
君
ー
に
関
し
て
、
中
国
に
お
け
る
そ
の
思
想
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

成
過
程
に
つ
い
て
長
部
和
雄
氏
の
研
究
を
要
約
し
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

仏
教
は
イ
ン
ド
教
を
包
摂
し
て
で
き
た
民
俗
的
な
一
宗
教
で
あ
る
。
そ
し
て
、
道

教

を
包
摂
し
た
唐
の
密
教
は
民
俗
的
な
一
宗
教
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
そ
の
典
型
例
が

閻
羅
と
太
（
泰
）
山
府
君
の
関
係
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
太
山
府
君
は
、
中
国
山
東
省
の
東
嶽
泰
山
の
鬼
神
で
あ
る
が
、
後
漢
の

こ
ろ
、
泰
山
は
死
霊
の
赴
く
山
で
、
そ
こ
に
は
生
籍
と
死
籍
と
が
備
っ
て
い
て
、
司

命
の
神
が
居
る
と
い
う
信
仰
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
つ
ま
り
泰
山
の
神
が
司
命
の
神
で

あ
る
と
い
う
信
仰
は
、
太
山
府
君
出
現
以
前
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
六

朝
訳
経
に

説
か
れ
て
い
る
太
山
地
獄
が
東
嶽
泰
山
の
地
獄
と
な
っ
た
時
点
で
、
太
山

府
君
が
司
命
の
神
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
閻
羅
は
古
代
イ
ン
ド
の
死
の
神
ぺ
③
日
①
が
仏
教
の
天
部
に
移
籍
し
て
、
閻

羅
・
閻
摩
・
閻
魔
・
焔
摩
・
瑛
摩
・
炎
摩
と
な
っ
た
。
而
し
密
教
の
閻
羅
は
本
来
南

方
の
守
護
神
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
六
朝
一
般
仏
教
で
は
、
閻
羅
は
夙
に
冥
界
の
鬼
神
と
な
っ
て
い
る
が
、
唐
代
密
教

の

冥

司
と
し
て
、
太
山
府
君
と
相
い
並
ん
で
始
め
て
閻
羅
が
業
道
冥
界
の
判
官
と

な
っ
て
い
る
。
冥
府
と
そ
の
信
仰
は
仏
教
と
関
係
な
く
、
地
獄
を
想
定
し
て
い
る
け

れ

ど
も
、
仏
教
の
経
文
が
さ
ら
に
一
枚
加
わ
り
、
太
山
地
獄
説
に
結
び
つ
き
、
閻
羅

王

と
太
山
府
君
が
一
緒
に
登
場
す
る
と
、
こ
れ
が
中
国
地
獄
思
想
の
主
流
と
な
っ
た
。

道
教
の

太
山
府
君
は
幽
界
地
獄
の
審
判
官
で
あ
っ
て
、
天
国
浄
土
へ
の
済
主
で
は
な
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い
。
一
方
、
六
朝
・
惰
・
唐
で
は
、
道
教
と
結
び
つ
い
た
仏
教
は
、
死
後
の
天
国
を

説
か
な
い
で
、
地
獄
だ
け
を
説
く
、
こ
れ
は
極
楽
浄
土
思
想
が
地
獄
思
想
ほ
ど
道
教

や

仏
教
に
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
。

　
結
局
の

と
こ
ろ
、
中
国
に
お
け
る
冥
道
世
界
は
沢
田
瑞
穂
氏
の
言
葉
を
借
り
る
な

ら
ば
、
次
の
よ
う
に
結
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
中
国
歴
代
社
会
文
化
の
隅
々
に
ま
で
浸
透
し
、
そ
れ
を
地
下
水
と
し
て
異
様
な

　
習
俗
や
文
芸
を
花
咲
か
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
す
べ
て
仏
説
か
ら
流
れ
出
た
も
の
と

　
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
死
後
の
世
界
に
関
す
る
中
国
人
の
古
来
の
俗
説
の

　
刺
戟
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
、
仏
教
と
も
道
教
と
も
一
般
信
仰
と
も
つ
か
ぬ
混
合
し

　

た
相
で
現
れ
た
も
の
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

⇔
　
我
が
国
に
お
け
る
冥
道
信
仰
の
受
容

　
我
が
国
に
お
け
る
冥
道
信
仰
は
、
や
は
り
仏
教
説
話
集
『
日
本
霊
異
記
』
に
、
そ

の

具
体
的
な

内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
閻
羅
王
が
地
獄
の
判
官
と
し
て
人
の
生
死
を
司
る
と
い
う
信
仰
は
、
次
の
説
話
が

最
も
端
的
に
も
の
が
た
っ
て
い
る
。

　
　
官
の
勢
い
を
仮
り
て
、
非
理
に
政
を
為
し
、
悪
報
を
得
る
縁
　
下
巻
ー
三
十
五

　
　
白
壁
の
天
皇
の
み
世
に
、
筑
紫
の
肥
前
の
国
松
浦
の
郡
の
人
、
火
君
の
氏
、
忽

　
然
に

死
し
て
瑛
魔
の
国
に
至
る
。
時
に
王
校
ふ
る
に
、
死
期
に
合
は
不
る
が
故
に
、

　
更
に

敢
へ
て
返
す
。
還
る
時
に
見
れ
ば
、
大
海
の
中
に
釜
の
如
き
地
獄
有
り
。
（
下

　
略
）
〔
本
稿
に
お
け
る
『
日
本
霊
異
記
』
の
訓
み
は
、
岩
波
書
店
・
日
本
古
典
文
学

　
大
系
本
に
よ
る
〕

　
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
道
教
の
泰
山
府
君
は
仏
教
の
閻
羅
王
と
習
合
し
、
人
間
の

寿
命
と
福
禄
を
支
配
す
る
神
と
な
っ
た
。
側
近
に
司
命
・
司
禄
の
二
神
を
従
え
た
。

司
命
神
は
冥
府
の
戸
籍
を
管
理
し
、
戸
籍
に
記
載
し
た
年
齢
に
達
し
た
者
を
冥
府
に

召
喚
す
る
。
司
禄
神
は
娑
婆
に
い
る
人
々
の
善
業
悪
業
を
す
べ
て
記
録
す
る
神
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
説
話
の
よ
う
に
一
旦
、
閻
（
炎
王
）
魔
王
庁
に
召
さ
れ
て
も
、
そ
の

人
物
が
司
命
神
の
管
理
す
る
戸
籍
に
記
し
た
年
齢
に
達
し
な
い
も
の
は
、
「
死
期
に
合

は
不
る
」
理
由
か
ら
閻
羅
王
が
裁
断
し
、
現
世
に
返
す
こ
と
す
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
閻
羅
王
に
関
わ
る
『
日
本
霊
異
記
』
の
こ
の
ほ
か
の
説
話
は
、
大
別
す
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
る
。

○
罪
業
に
よ
り
閻
羅
王
の
も
と
に
召
さ
れ
罪
報
を
受
け
る
。

　
　
　
下
ー
二
十
六
、
下
ー
三
十
六
、
下
1
三
十
七

（例
）
　
因
果
を
顧
み
不
悪
を
作
し
て
、
罪
報
を
受
く
る
縁
　
下
巻
ー
第
三
十
七

　
　
　
従
四
位
上
佐
伯
宿
禰
伊
太
知
は
、
平
城
の
宮
に
宇
御
め
た
ま
ひ
し
天
皇
の
み

　
　
世
の

人
な
り
。
時
に
京
中
の
人
、
筑
前
に
下
り
、
病
を
得
て
忽
に
死
に
て
閻
羅

　
　
王
の

闘
に
至
る
。
（
略
）
諸
史
〔
書
記
〕
に
問
ひ
て
言
は
く
「
若
し
此
の
人
世
に

　
　
在

り
し
時
に
、
何
の
功
徳
善
を
作
せ
る
」
と
の
た
ま
ふ
。
諸
史
答
へ
て
言
は
く

　
　

「唯
法
花
経
一
部
を
写
し
奉
れ
り
」
と
い
ふ
。
王
の
言
は
く
「
彼
の
罪
を
以
て

　
　
経
巻
に

宛
て

よ
」
と
の
た
ま
ふ
。
巻
に
宛
つ
る
と
雌
も
、
罪
の
数
倍
勝
れ
る
こ

　
　

と
無
量
無
数
な
り
。
亦
経
の
六
万
九
千
三
百
八
十
四
文
字
に
宛
つ
る
に
、
猶
罪

　
　
の

数
倍
り
て
、
救
ふ
と
こ
ろ
無
し
。
（
下
略
）

　

そ
の
人
の
罪
の
数
を
、
写
し
た
経
の
巻
数
に
当
て
た
結
果
、
罪
の
多
さ
に
救
ふ
と

こ
ろ
な
し
と
い
う
。
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○

　
善
悪
二
業
を
身
に
帯
び
た
者
の
閻
羅
庁
で
責
苦
に
あ
い
な
が
ら
、
再
び
現
世
に

　
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
下
－
二
十
二
、
下
1
二
十
三

（例
）
　
寺
の
物
を
用
ゐ
、
復
大
般
若
を
写
さ
将
と
し
、
願
を
建
て
て
、
現
に
善
悪
の

　
　
報
を
得
る
縁
　
下
巻
ー
第
二
十
三

　
　
　
大
伴
連
忍
勝
は
、
信
濃
の
国
小
縣
の
郡
嬢
の
里
の
人
な
り
。
（
略
）
僧
、
告
げ

　
　
て

言
は

く
『
汝
、
実
に
願
を
発
し
、
家
を
出
で
て
道
を
修
す
。
是
の
善
有
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ

　
　
錐
も
、
多
に
住
め
る
堂
の
物
を
用
い
し
が
故
に
、
汝
の
身
を
擢
く
。
今
還
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
た
だ

　
　
願
を
畢
へ
、
復
堂
の
物
を
償
へ
』
と
い
ふ
。
纏
放
た
れ
て
、
還
り
来
り
、
三
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
き

　
　
の

大

き
な
る
衝
を
過
ぎ
、
坂
よ
り
し
て
下
り
、
即
ち
見
れ
ば
、
甦
返
り
ぬ
。

○
　
閻
羅
庁
か
ら
迎
え
に
来
た
鬼
に
食
を
施
し
、
連
行
を
免
れ
る
。

　
　
　
中
1
二
十
四
、
中
－
二
十
五

（例
）
　
閻
羅
王
の
使
の
鬼
、
召
さ
る
る
人
の
饗
を
受
け
て
、
恩
を
報
ず
る
縁
　
中
巻

　
　
ー
第
二
十
五

　
　
　
讃
岐
の

国
山
田
の
郡
に
、
布
敷
臣
衣
女
有
り
。
聖
武
天
皇
の
み
代
に
、
衣
女

　
　
忽
に

病
を
得
た
り
。
時
に
偉
し
く
百
味
を
備
け
て
、
門
の
左
右
に
祭
り
、
疫
神

　
　
に
賂
ひ
て
饗
す
。
閻
羅
王
の
使
の
鬼
、
来
り
て
衣
女
を
召
す
。
其
の
鬼
、
走
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
ね

　
　
疲
れ
に
て
、
祭
の
食
を
見
て
、
醜
り
て
就
き
て
、
受
く
。
鬼
、
衣
女
に
語
り
て

　
　
言
は
く
「
我
、
汝
の
饗
を
受
く
る
が
故
に
、
汝
の
恩
を
報
ぜ
む
。
若
し
同
じ
姓

　
　
同
じ
名
の
人
有
り
や
」
と
い
ふ
。
衣
女
、
答
へ
て
言
は
く
「
同
じ
国
の
鵜
垂
の

　
　
郡
に
同
じ
姓
の
衣
女
有
り
」
と
い
ふ
。
鬼
、
衣
女
を
率
て
、
鵜
垂
の
郡
の
衣
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く
ろ

　
　
の
家
に
往
き
て
対
面
し
、
即
ち
緋
の
嚢
よ
り
一
尺
の
馨
を
出
し
て
、
額
に
打
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く

　
　
立

て
、
即
ち
召
し
将
て
去
る
。
彼
の
山
田
の
郡
の
衣
女
は
、
億
れ
て
家
に
帰
り

　
　
ぬ
。
（
下
略
）

　
病

を
得
た
衣
女
の
た
め
に
、
疫
神
に
賄
賂
を
す
る
祭
祀
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、

閻
羅
王
庁
の
使
の
鬼
が
祭
の
食
を
受
け
た
た
め
に
、
鬼
は
恩
義
を
感
じ
て
、
同
姓
同

名
の
女
子
を
召
し
て
閻
羅
王
に
差
し
出
し
た
が
、
閻
羅
王
は
即
座
に
そ
れ
を
見
破
っ

て
、
結
局
山
田
郡
の
衣
女
を
再
度
召
す
よ
う
に
命
じ
た
。

日

庚
申
信
仰

　
庚
申
に
当
た
る
日
、
夜
を
守
っ
て
眠
ら
な
い
と
い
う
庚
申
信
仰
は
、
中
国
で
は
、

柳
子
厚

に
「
罵
二
戸
虫
こ
と
い
う
文
あ
り
、
許
渾
が
贈
二
王
山
人
一
詩
に
、
「
年
長
毎
労
レ

推
二
甲
子
↓
夜
寒
共
守
二
庚
申
一
」
の
句
が
あ
り
、
唐
代
に
は
す
で
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
た

こ
と
が
わ
か
り
、
我
が
国
に
も
こ
の
期
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

（9
）

い

る
。
庚
申
信
仰
は
も
ち
ろ
ん
、
道
教
に
基
づ
く
も
の
で
、
老
子
守
庚
申
求
長
生
経

に
、
老
子
三
　
経
や
太
上
科
律
を
引
い
て
い
う
と
こ
ろ
の
大
意
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
　
そ
れ
人
生
は
皆
形
を
父
母
に
寄
せ
、
穀
の
精
を
抱
く
、
こ
れ
を
も
っ
て
人
の
腹

　
中
に
は
こ
と
ご
と
く
三
　
が
あ
っ
て
、
人
の
大
害
を
な
す
、
常
に
庚
申
の
夜
、
上
っ

　
て

天
帝
に
告
げ
、
人
の
罪
過
を
記
し
、
人
の
生
籍
を
絶
つ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

　
三
　
の
中
の
上
　
彰
据
は
、
頭
に
い
て
顔
面
や
頭
部
の
病
を
起
こ
さ
せ
、
中
　
彰

　
質

は
、
腹
中
に
い
て
人
の
五
臓
を
打
ち
、
ま
た
人
を
し
て
悪
事
を
好
ま
し
め
、
下

　
　
彰
矯

は
、
足
中
に
い
て
五
情
を
擾
さ
し
め
る
。
次
に
ま
た
九
虫
と
い
う
も
の
が

　
あ
っ
て
、
こ
れ
も
害
毒
を
な
す
の
で
、
生
不
死
を
求
め
る
も
の
は
、
こ
の
三
　
九
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虫
を
滅
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
て
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
庚
申
に
至
る
ご
と
に

　
睡

ら
ず
に
暁
に
及
べ
ば
、
そ
の
　
が
上
っ
て
天
帝
に
告
げ
る
事
が
で
き
ぬ
。
こ
れ

　
か

ら
こ
の
夜
に
お
い
て
三
度
虫
名
を
調
し
、
彰
侯
子
彰
常
子
命
児
子
悉
入
窃
冥
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
中
去
離
我
身
と
い
う
略
頒
を
唱
え
、
左
手
で
胸
を
三
度
椚
す
る
と
、
三
　
が
去
っ

　
て

万
福
が
来
る
と
、
耳
目
聰
明
、
恰
悦
無
欲
、
畏
れ
る
所
が
な
く
な
り
、
寿
は
百

　
二
十
を
得
る
と
い
う
。

　
我
が
国
に
お
い
て
も
、
文
献
史
料
上
で
は
、
菅
原
道
真
の
詩
文
集
『
菅
家
文
草
』

（昌
泰
三
〈
九
〇
〇
〉
年
成
立
）
に
、
讃
岐
国
守
に
在
任
中
に
「
同
二
諸
小
児
「
旅
館

庚
申
夜
賦
二
静
室
寒
燈
明
一
」
と
題
し
た
詩
を
載
せ
て
い
る
。

　
旅
人
毎
夜
守
三
　
　
　
旅
人
は
夜
毎
に
三
戸
を
守
る

　
況
対
寒
燈
不
臥
時
　
　
況
む
や
寒
燈
に
対
ひ
て
臥
せ
ざ
る
時
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
ら

　
強
勧
微
心
錐
未
死
　
　
強
ひ
て
微
心
を
勧
へ
て
死
な
ず
と
い
へ
ど
も

　
頻
収
落
涙
自
為
悲
　
　
頻
に
落
涙
を
収
め
て
自
ら
を
悲
し
び
を
な
す
（
下
略
）

　
ま
た
、
延
喜
二
（
九
〇
二
）
年
七
月
一
七
日
の
庚
申
の
日
に
当
た
っ
て
は
、
後
院

に

酒
肴
を
調
え
、
賭
物
な
ど
を
献
じ
、
翌
三
年
二
月
一
日
の
庚
申
に
は
、
王
卿
を
召

し
て
酒
を
給
い
、
糸
竹
を
奏
せ
し
め
て
い
る
。

三
　
墨
書
土
器
に

み

る
古
代
人
の
死
と
祈
り

O
　
罪
司

我
が
国
に
お
け
る
冥
道
信
仰
の
受
容
の
姿
を
最
も
端
的
に
も
の
が
た
る
語
は
、

“

罪
”
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
冥
府
に
お
い
て
は
、
娑
婆
に
い
る
人
々
の
善
業
悪
業

を
す
べ
て
記
録
し
、
そ
の
戸
籍
に
記
載
し
た
年
齢
に
達
し
た
者
を
冥
府
に
召
喚
す
る
。

そ
の
人
々
の
罪
を
裁
く
と
こ
ろ
が
罪
司
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
“
罪
司
に
よ
る
死
の
裁

き
”
で
あ
る
。

　
久
能
高
野
遺
跡
の
＝
二
号
住
居
跡
出
土
の
墨
書
土
器
「
罪
司
進
上
代
」
と
「
桑
田

寺
」
が
注
目
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
圷
型
の
土
器
に
御
馳
走
を
盛
っ
て
、
自
ら
の
罪

を
免
れ
る
た
め
に
罪
司
に
供
献
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
庄
作
遺
跡
の
墨
書
土
器
「
［
川
］

継
罪
口
」
も
同
様
の
内
容
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
罪
司
と
共
伴
し
て
い
る
「
桑
田
寺
」
が
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
庄
作
遺
跡
で
は
、
「
丈
部
真
次
召
代
国
神
奉
」
「
国
玉
神
奉
」
な
ど
数
多
く

の

神
へ
供
献
を
示
す
墨
書
土
器
が
出
土
し
、
さ
ら
に
六
八
号
住
居
跡
か
ら
は
「
夫
口

女
奉
」
と
「
佛
酒
」
が
共
伴
し
て
い
る
。
な
お
「
佛
酒
」
と
体
部
外
面
に
倒
位
で
墨

書

さ
れ
た
土
師
器
圷
に
は
底
部
外
面
に
も
「
＃
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
（
図
1
4
）
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の

「＃
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
筆
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
道
教
の
悪
霊
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

払
い
、
願
意
成
就
の
た
め
の
符
号
「
描
…
」
（
九
字
と
称
さ
れ
る
）
の
略
号
と
し
た
。

　
「
国
玉
神
」
あ
り
「
佛
酒
」
あ
り
、
さ
ら
に
道
教
の
魔
除
け
符
号
あ
り
と
い
う
、
こ

の

形
態
こ
そ
が
さ
き
に
掲
げ
た
中
国
に
お
け
る
冥
道
世
界
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
中
国
の
冥
道
世
界
は
、
死
後
の
世
界
に
関
す
る
中
国
人
の
古
来
の
俗
説
の
刺

戟
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
、
仏
教
と
も
道
教
と
も
一
般
信
仰
と
も
つ
か
ぬ
混
合
し
た
相

で
現
れ
た
も
の
と
い
う
。
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⇔
　
人
面
墨
書
土
器

〔

纐莚
雛
総

図14　「佛酒」と「＃」（千葉・庄作遺跡）

　　　「＃」と「小田万呂」

　　　　（千葉・作畑遺跡）

　
人
面
墨
書
土
器
に

つ
い
て

は
、
畿
内
や
地
方
官
衙
を
中
心
と
す
る
従
来
の
出
土
傾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

向
に
も
と
つ
く
、
諸
氏
の
解
釈
は
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

1
　
人
面
墨
書
土
器
は
疫
病
神
に
対
す
る
祓
い
の
祭
祀
で
あ
る
。
た
だ
笹
生
衛
氏
に

　
よ
れ
ば
、
圷
形
人
面
土
器
は
疫
神
を
饗
応
の
対
象
と
す
る
在
地
の
疫
神
観
に
も
と

　
つ

く
対
疫
病
祭
祀
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う
。

2
　
人
面
は
疫
病
神
を
描
出
し
た
も
の
と
す
る
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
水
野
正

　
好
氏

は
伎
楽
面
と
の
共
通
性
を
重
視
し
胡
人
の
顔
を
描
い
た
り
、
蝦
夷
を
描
き
、

　
外
来
神
（
漢
神
）
を
ま
つ
る
祭
儀
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

3
　
当
初
、
宮
廷
内
に
お
け
る
国
家
祭
祀
か
ら
、
し
だ
い
に
九
世
紀
以
降
変
質
を
と

　
げ
、
諸
国
に
伝
播
す
る
中
で
人
面
は
甕
形
土
器
か
ら
圷
・
皿
形
土
器
に
描
出
さ
れ

　
る
よ
う
に
な
る
。

　

し
か
し
近
年
東
国
各
地
で
数
多
く
確
認
さ
れ
る
人
面
土
器
に
つ
い
て
、
ま
っ
た
く

同
様
に
説
明
で
き
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
ま
し
て
や
当
初
の
宮
廷
内
の
国
家
祭

祀
か

ら
し
だ
い
に
九
世
紀
以
降
変
質
を
と
げ
て
地
方
に
伝
播
し
た
と
い
う
理
解
は
成

り
立
ち
が
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
庄
作
遺
跡
の

人
面
墨
書
土
器
は

八
世
紀
代
の

も
の
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
在
地
に

お

い
て

も
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
お
そ
ら
く
招
福
や
息
災
延
命
な
ど
の
祭
祀
が
人
面

墨
書
土
器
を
用
い
て
実
施
さ
れ
て
い
た
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
こ
の
資
料
か
ら
人
面

墨
書
土
器
の

い
わ

ゆ
る
「
人
面
」
は
、
外
来
神
や
疫
病
神
を
描
出
し
た
も
の
と
は
み

な
し
が
た
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
の
各
地
の
例
も
含
め
て
描
か
れ
た
「
人
面
」
が

じ
つ
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
り
一
定
し
な
い
こ
と
、
な
か
に
は
何
と
も
異
様
な
「
人
面
」

も
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
人
面
」
の
実
態
は
描
く
側
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
描
き
う

る
実
像
の
な
い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
少
な
く
と
も
、
庄
作
遺
跡
で
み

た
「
人
面
」
は
“
国
神
”
そ
の
も
の
を
表
現
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

　
国
神
（
国
玉
神
）
に
つ
い
て
は
、
『
風
土
記
』
の
中
で
み
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
『
伊
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勢
国
風
土
記
』
逸
文
・
度
会
郡
の
項
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
風
土
記
に

曰
は
く
、
夫
れ
、
度
会
の
郡
と
号
く
る
所
以
は
、
畝
傍
の
樫
原
の
宮

　
に

御
宇

し
め
し
し
神
倭
磐
余
彦
の
天
皇
、
天
日
別
命
に
詔
し
て
、
国
菟
ぎ
た
ま
ひ

　

し
時
、
度
会
の
賀
利
佐
の
嶺
に
火
気
発
起
ち
き
。
天
日
別
命
視
て
、
「
此
に
小
佐
居

　

る
か
も
」
と
云
ひ
て
、
使
を
遣
り
て
見
し
む
る
に
、
使
者
、
還
り
来
て
申
し
し
く
、

　

「
大
国
玉
の
神
あ
り
」
と
ま
を
し
き
。
賀
利
佐
に
到
る
時
に
、
大
国
玉
の
神
、
使

　
を
遣
り
て
、
天
日
別
命
を
迎
へ
奉
り
き
。
（
下
略
）
〔
岩
波
書
店
日
本
古
典
文
学
大

　
系
『
風
土
記
』
に
よ
る
〕

　

こ
こ
で
は
、
度
会
郡
の
地
名
説
話
を
述
べ
る
中
で
天
日
別
命
（
天
神
）
に
屈
伏
す

る
大
国
玉
の
神
（
国
神
）
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
天
神
に
つ
い
て
は
、
東
国
で
み

る
な
ら
ば
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
香
島
郡
の
項
に
、
鹿
島
神
宮
の
御
舟
祭
の
縁
起
を
記

す
な
か
で
、
鹿
島
神
宮
の
神
は
天
の
大
神
（
天
神
）
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
国
神
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

つ
い
て

は
、
『
古
事
記
』
に
お
け
る
天
神
・
国
神
概
念
と
異
な
り
、
こ
こ
で
は
高
天
原

の
神
1
1
天
神
に
対
し
て
、
在
地
の
神
一
般
を
指
す
も
の
と
理
解
し
た
い
。

　
庄
作
遺
跡
　
土
師
器
圷
（
図
1
5
）

　
　
内
面
ー
人
面
墨
書

　
　
外
面
体
部
1
「
丈
部
真
次
召
代
国
神
奉
」

　
白
幡
前
遺
跡
　
土
師
器
甕

　
　
外
面
胴
部
ー
人
面
墨
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
代
力
〕

　
　
　
　
　
　
　

「丈
部
人
足
召
口
　
」

　
荒
田

目
条
里
遺
跡
　
土
師
器
鉢
形

　
　
外
面
体
部
ー
人
面
墨
書

　
　
　
　
　
　
　

「磐
城
（
郡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
磐
城
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
丈
部
手
子
万
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
召
代

　

こ
の
三
点
は
、
人
面
墨
書
＋
人
名
＋
「
召
代
」
と
記
載
様
式
の
点
で
共
通
し
て
い

る
。　

「
召
代
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
庄
作
遺
跡
の
例
で
み
る
な
ら
ば
、
「
丈
部
真

次
召
代
国
神
奉
」
の
「
召
代
」
の
召
は
、
こ
の
場
合
「
招
」
と
同
義
と
理
解
す
る
な

ら
ば
、
「
招
代
」
（
お
ぎ
し
ろ
）
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
招
代
と
は
依
り
代
（
神
霊
の
よ

り
つ
く
も
の
）
を
神
霊
を
ま
ね
く
側
か
ら
み
て
の
呼
称
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
丈
部

真
次
召
代
国
神
奉
」
は
、
丈
部
真
次
が
人
面
墨
書
土
器
を
招
代
と
し
て
国
神
を
ま
ね

き
、
そ
の
神
に
饗
応
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
も
う
一
つ
の
可

能
性

は
、
召
は
文
字
通
り
人
を
召
（
め
）
す
の
意
す
な
わ
ち
冥
界
に
召
す
こ
と
と
解

す
る
。
例
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
か
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
こ

　
広
足
を
喚
び
て
言
は
く
『
闘
〔
閻
魔
王
庁
〕
、
急
に
汝
を
召
す
』
と
い
ひ
て
、
戴

　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
　
　
い

　
を
以
て
背
に
業
き
立
て
、
前
に
逼
め
将
る
。
（
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
－
第
九
）

　

と
、
こ
の
場
合
は
、
丈
部
真
次
を
召
す
代
わ
り
に
自
ら
国
神
に
饗
応
す
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
と
も
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
者
の
解
釈
の
傍
証
と
な
る
の
が
、

長
勝
寺
脇
館
跡
の
墨
書
土
器
で
あ
ろ
う
。
三
点
と
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
判
断
で
き
る
。

　［
U
命
替
神
奉
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’

蕎’

磐城×　　　土師器鉢形外面体部

磐城⑳

丈部手子×　福島県いわき市荒田目条里遺跡
『召代』

芸
ギ
∧
°
“

o』＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝亡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝」
20cm

　　　　　　　　　　　　　↑○千葉県八千代市白幡前遺跡

　外面体部　墨書人面

「丈部人足召代」

○千葉県芝山町庄作遺跡→

　内面　　　墨書人面

外面体部　　「丈部真次召代国神奉」

0 10cm

図15　人面墨書土器

66



“古代人の死”と墨書土器

　

こ
こ
に
い
う
「
命
替
」
は
、
さ
き
の
「
召
代
」
が
“
冥
界
に
命
を
召
す
”
と
す
る

理
解
か
ら
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
類
似
し
た
表
現
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
以

上
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
饗
応
と
い
う
意
味
で
は
、
供
膳
具
と
し
て
の
圷
形
土

器
に

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
八
千
代
市
権
現
後
遺
跡
の
「
丈
部
国

依
甘
魚
」
が
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
資
料
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
供
膳
具
に
盛
ら

れ

た
「
甘
魚
」
（
御
馳
走
）
は
、
国
神
の
よ
う
な
神
に
対
す
る
饗
応
を
内
容
と
し
た
と

も
理
解
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
以
上
の

人
面
墨
書
土
器
を
中
心
と
し
た
一
群
の
関
連
資
料
を
検
討
し
た
結
果
、
次

の

三
点
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ω
　
こ
れ
ま
で
の
一
般
的
解
釈
に
よ
れ
ば
、
奈
良
時
代
の
人
面
墨
書
土
器
祭
祀
は
、

　
疫
病
が
遠
国
あ
る
い
は
疫
病
発
生
地
か
ら
都
城
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
目
的
で
行
わ
れ

　

た
国
家
祭
祀
で
あ
り
、
奈
良
時
代
末
以
降
、
お
そ
ら
く
新
し
い
宗
教
（
密
教
）
の

　
登
場

と
と
も
に
墨
書
人
面
土
器
祭
祀
は
次
第
に
す
た
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
個
人
的

　
祭
祀
・
民
間
祭
祀
へ
と
変
質
し
て
い
く
と
い
う
。

　
　

し
か
し
、
庄
作
遺
跡
等
の
人
面
墨
書
土
器
は
八
世
紀
代
の
も
の
も
確
認
さ
れ
て

　
お

り
、
在
地
に
お
い
て
も
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
、
国
神
に
対
し
て
お
そ
ら
く
招

　
福
や
息
災
延
命
な
ど
の
祭
祀
が
人
面
墨
書
土
器
を
用
い
て
実
施
さ
れ
て
い
た
と
理

　
解
で

き
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
在
地
に
お
け
る
人
面
墨
書
土
器
祭
祀
は
国
家
祭
祀

　
が
衰
退
し
て
、
民
間
祭
祀
へ
と
変
質
し
た
形
の
も
の
で
あ
る
と
と
ら
え
る
よ
り
は
、

　
従
来
か
ら
の
在
地
に
お
け
る
土
着
神
に
対
す
る
祭
祀
に
人
面
墨
書
土
器
祭
祀
が
比

　
較
的
早
い
時
期
に
と
り
入
れ
ら
れ
、
都
で
の
国
家
祭
祀
と
重
層
的
に
存
在
し
た
と

　
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
　
中
央
政
府
は
東
国
支
配
の
た
め
に
、
香
取
・
鹿
島
両
神
社
を
整
備
・
強
化
し
た

　
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
天
神
た
る
香
取
・
鹿
島
両
神
社
の
膝
下
常
総
地
区
の
集
落

　
に

お

い
て

国
神
・
土
着
神
に
対
す
る
根
強
い
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
な
歴
史

　
的
事
実
と
し
て
大
い
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
　
上
記
ω
・
②
の
よ
う
に
理
解
し
た
場
合
、
常
総
地
区
に
お
け
る
人
面
墨
書
土
器

　

は
古
代
祭
祀
の
多
様
な
側
面
を
示
す
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
い

　
い

か

え
る
な
ら
ば
、
人
面
墨
書
土
器
は
こ
れ
ま
で
の
畿
内
申
心
に
み
た
あ
り
方
だ

　
け
で
な
く
、
在
地
に
お
い
て
は
多
様
な
祭
祀
形
態
の
中
で
活
用
さ
れ
た
と
い
え
る

　
の

で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

ま
た
、
少
な
く
と
も
東
国
に
お
け
る
人
面
墨
書
土
器
の
い
わ
ゆ
る
「
人
面
」
は
、

　
胡
人
や
疫
病
神
を
描
出
し
た
も
の
と
は
み
な
し
が
た
い
。
む
し
ろ
こ
れ
ま
で
の
各

　
地
の

例
も
含
め
て
、
描
か
れ
た
「
人
面
」
が
実
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
り
、
一
定
し

　
な
い
こ
と
、
な
か
に
は
異
様
な
「
人
面
」
も
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
人
面
」
の

　
実
態
は
描
く
側
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
描
き
う
る
実
像
の
な
い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

　
う
か
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
、
本
遺
跡
で
み
た
「
人
面
」
は
、
“
国
神
”
そ
の
も

　
の

を
表
現
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

日
　
カ
マ
ド
神

　
庄
作
遺
跡
出
土
の
土
師
器
圷
・
外
面
底
部
「
竃
神
」
は
、
文
字
ど
お
り
か
ま
ど
を

守

る
神
で
あ
る
。
こ
の
「
竃
神
」
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
資
料
は
、
庄
作
遺
跡
の

北
に

位
置
す

る
佐
原
市
馬
場
遺
跡
出
土
の
も
の
で
あ
る
。

　
馬
場
遺
跡
で
は
、
○
〇
四
号
住
居
跡
の
カ
マ
ド
内
燃
焼
部
底
面
よ
り
浮
い
た
状
態
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で
圷
が
四
点
重
ね

ら
れ
て
出
土
し
た
。
こ
の
四
点
の
圷
は
す
べ
て
倒
位
に
置
か
れ
、

そ
の
一
番
上
に
置
か
れ
た
圷
に
「
上
」
の
墨
書
が
施
さ
れ
て
い
る
（
図
1
6
）
。
こ
の
「
上
」

は
体
部
外
面
に
倒
位
で
記
さ
れ
て
お
り
、
圷
を
倒
位
に
置
く
こ
と
に
よ
り
は
じ
め
て

文
字
の
意
味
が
明
瞭
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
例
は
、
住
居
あ
る
い
は
カ
マ
ド
の
廃

絶
に

伴
う
墨
書
土
器
を
出
土
状
況
と
い
う
考
古
学
的
な
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

こ
と
に
よ
り
始
め
て
そ
の
意
味
が
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。

゜

㊤

＝｛…／

』
°

・』・　　　　　　　b38．9m

　　　　　　　　　　3

O

」
士
T
B
一

Ool 004
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、

1
1

A　　　　　　　　　　　　　B38．9m
°－　　　　　15

0 2m

ノ

　　　　　　　　　　　　10

！ ＼

12

図16　カマド内出土土器

　　　　千葉県馬場遺跡

14

0　　　　　　　　　10cm

004号住居跡

　

ま
た
、
最
近
、
阿
久
津
久
氏
は
、
東
日
本
の
一
般
集
落
跡
に
お
け
る
八
世
紀
後
半

か

ら
九
世
紀
に
か
け
て
み
ら
れ
る
カ
マ
ド
と
墨
書
土
器
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
、
具

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

体
例
を
あ
げ
て
い
る
。

　
茨
城
県
日
立
市
諏
訪
町
諏
訪
遺
跡
で
は
、
九
世
紀
末
頃
の
三
号
住
居
跡
（
約
三
×

三
・

ニ

メ
ー
ト
ル
）
は
、
カ
マ
ド
を
北
と
東
に
持
つ
も
の
で
あ
る
。
東
カ
マ
ド
は
、

土
層
を
み
る
と
意
識
的
に
埋
め
戻
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
埋
め
戻
さ
れ
た
土
層
の
直
上

に

墨
書

さ
れ
た
土
師
器
圷
が
二
枚
置
か
れ
て
い
た
。
出
土
し
た
墨
書
土
師
器
圷
は
、

「満
」
と
も
う
一
点
は
判
読
不
明
の
も
の
で
、
住
居
跡
確
認
面
を
わ
ず
か
に
掘
り
下

げ
た
と
こ
ろ
で
確
認
で
き
た
。
こ
の
位
置
は
、
カ
マ
ド
の
直
上
に
位
置
し
、
整
理
さ

れ
た

カ
マ
ド
に
置
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
氏
は
カ
マ
ド
内
墨
書
土
器
の
特
色
を

次
の

よ
う
に
整
理
し
た
。

イ
　
墨
書
土
器
は
、
い
ず
れ
も
土
師
器
圷
で
あ
る
。

ロ

　
墨
書
す
る
土
器
は
燈
明
皿
が
使
わ
れ
る
例
が
あ
る
。

ハ
　
作
法

と
し
て
墨
書
土
器
を
カ
マ
ド
床
中
央
部
に
伏
せ
て
置
く
。

二
　
作
法

と
し
て
墨
書
土
器
を
カ
マ
ド
の
上
に
伏
せ
て
置
く
。

　
中
国
の
晋
代
に
作
ら
れ
た
『
抱
朴
子
』
（
ご
二
七
年
完
成
）
に
よ
れ
ば
、
竃
神
が
晦

日
の
夜
、
家
族
の
功
罪
を
天
帝
に
報
告
す
る
の
を
防
ぐ
信
仰
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

が
わ

か
る
。

　
以
上
か

ら
考
え
る
と
、
先
の
土
器
の
状
態
は
、
竃
を
廃
棄
す
る
際
に
竃
神
を
封
じ

込
め
る
た
め
に
圷
を
伏
せ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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四
　
賄
賂
行
為

　
司
命
神
は
冥
府
の
戸
籍
を
管
理
し
、
戸
籍
に
記
載
し
た
年
齢
に
達
し
た
者
を
冥
府

に

召
喚
す
る
。
人
々
は
冥
界
に
召
さ
れ
る
こ
と
か
ら
免
れ
る
た
め
に
、
必
死
で
い
わ

ゆ
る
賄
賂
（
ま
い
な
い
）
行
為
を
実
施
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
行
為
は
『
日
本
霊
異
記
』
に
よ
っ
て
も
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
二
例
を
次
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
の
一
例
は
、
前
章
に
掲
げ
た
「
閻
羅
王
の
使
の
鬼
、
召
さ
る
る
人
の
饗
を
受
け

て
、
恩
を
報
ず
る
縁
」
（
中
1
二
十
五
）
で
あ
る
。

　
病
を
得
た
衣
女
の
た
め
に
、
疫
神
に
賄
賂
を
す
る
祭
祀
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
閻
羅

王
庁
の
使
の
鬼
が
祭
の
食
を
受
け
た
た
め
に
、
鬼
は
恩
義
を
感
じ
て
、
同
姓
同
名
の

女
子
を
召
し
て
閻
羅
王
に
差
し
出
し
た
が
、
閻
羅
王
は
即
座
に
そ
れ
を
見
破
っ
て
、

結
局
山
田
郡
の
衣
女
を
再
度
召
す
よ
う
に
命
じ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　
　
閻
羅
王
の
使
の
鬼
、
召
さ
る
る
人
の
賂
を
得
て
免
す
縁
　
中
巻
ー
第
二
十
四

　
　
楢
磐
嶋
は
、
諾
楽
の
左
京
の
六
條
五
坊
の
人
な
り
。
（
中
略
）
磐
嶋
問
ふ
「
何
に

　
往
く
人
か
」
と
い
ふ
。
答
へ
言
ひ
て
曰
は
く
「
閻
羅
王
の
闘
の
、
楢
磐
嶋
を
召
し

　
に

往
く
使
な
り
」
と
い
ふ
。
磐
嶋
聞
き
て
問
ふ
「
召
さ
る
る
は
我
な
り
。
何
の
故

　
に

か
召
す
」
と
い
ふ
。
使
の
鬼
答
へ
て
言
は
く
「
我
等
、
先
に
汝
が
家
に
往
き
て

　
問
ひ
し
に
、
答
へ
て
曰
は
く
『
商
に
往
き
て
未
だ
来
ら
ず
』
と
い
ふ
が
故
に
、
津

　
に

至

り
て
求
め
、
当
に
相
ひ
て
捉
へ
む
と
欲
へ
ば
、
四
王
の
使
有
り
て
、
読
へ
て

　
言
は
く
『
免
す
可
し
。
寺
の
交
易
の
銭
を
受
け
て
商
ひ
奉
る
が
故
に
』
と
い
ふ
が

　
故

に
、
暫
免
し
つ
る
の
み
。
汝
を
召
す
に
日
を
累
ね
て
、
我
は
飢
え
疲
れ
ぬ
。
若

　
し
食
物
有
り
や
」
と
い
ふ
。
磐
嶋
云
は
く
「
唯
干
飯
有
り
」
と
い
ひ
、
与
へ
て
食

　
は
令
む
。
使
の
鬼
云
は
く
「
汝
、
我
が
気
に
病
ま
む
が
故
に
、
依
り
近
づ
か
不
あ

　
れ
。
但
恐
る
る
こ
と
莫
か
れ
」
と
い
ふ
。
終
に
家
に
望
み
、
食
を
備
け
て
饗
す
。

　
鬼
云
は
く
「
我
、
牛
の
宍
の
味
を
嗜
む
が
故
に
、
牛
の
宍
を
饗
せ
よ
。
牛
を
捕
る

　
鬼
は
我
な
り
」
と
い
ふ
。
磐
嶋
云
は
く
「
我
が
家
に
斑
な
る
牛
二
頭
有
り
。
以
て

　
進

ら
む
が
故
に
、
唯
我
を
免
せ
」
と
い
ふ
。
鬼
言
は
く
「
我
、
今
汝
が
物
多
に
得

　
て

食
ひ
つ
。
其
の
恩
の
幸
の
故
に
、
今
汝
を
免
さ
ば
、
我
重
き
罪
に
入
り
、
鉄
杖

　
を
持
ち
て
、
百
段
打
た
る
応
し
。
若
し
汝
と
同
じ
年
の
人
有
り
や
」
と
い
ふ
。
磐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ

　
嶋
答
へ
て
言
は
く
「
我
都
て
知
ら
不
」
と
い
ふ
。
三
の
鬼
の
中
に
、
一
の
鬼
議
り

　
て

言
は
く
「
汝
は
何
の
年
ぞ
」
と
い
ふ
。
磐
嶋
答
へ
て
云
は
く
「
我
が
年
は
戊
寅

　
な
り
」
と
い
ふ
。
鬼
云
は
く
「
吾
聞
か
く
は
、
率
川
の
社
の
許
の
相
八
卦
読
に
し

　

て
、
汝
と
同
じ
く
戊
寅
の
年
の
人
有
り
、
汝
に
替
ふ
宜
き
者
な
り
。
彼
の
人
を
召

　
し
将
む
。
（
下
略
）

　
閻
羅
庁
か
ら
迎
え
に
来
た
鬼
ど
も
に
食
を
饗
応
し
召
さ
れ
る
の
を
免
れ
、
そ
の
替

わ

り
に
同
じ
年
の
者
を
召
す
こ
と
と
し
た
。

　
二
話
と
も
、
命
を
召
す
た
め
の
閻
羅
庁
の
使
い
の
鬼
に
対
し
て
、
食
を
施
す
こ
と

に

よ
っ
て
、
鬼
は
恩
を
感
じ
て
、
そ
の
者
を
免
じ
、
同
名
又
は
同
じ
年
の
替
わ
り
の

者
を
召
す
こ
と
と
し
た
。

　
人
々

は
冥
界
の
召
し
出
し
か
ら
免
れ
る
た
め
に
、
必
死
で
供
膳
具
と
し
て
の
圷
型

の

土
器
に

御
馳
走
を
盛
っ
て
供
え
る
賄
賂
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
最
も
好
例
は
、
権
現
後
遺
跡
の
内
面
“
人
面
墨
書
”
、
外
面
体
部
「
村
神
郷
丈
部
国

依
甘
魚
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
下
総
国
印
旛
郡
）
村
神
郷
の
丈
部
国
依
が
圷
型
土
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器
に

盛
ら
れ
た
甘
魚
（
御
馳
走
）
を
神
に
供
献
し
た
こ
と
を
表
記
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
久
能
高
野
遺
跡
「
罪
司
進
上
代
」
は
、
人
の
罪
を
裁
き
、
そ
の
死
期

を
決
す
る
罪
司
に
御
馳
走
を
供
献
し
、
冥
界
に
召
さ
れ
る
の
を
防
こ
う
と
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
（
表
2
）

㈲
　
墨
書
土
器
の
記
載
方
法
と
祭
祀

　
第
一
章
で
紹
介
し
た
長
野
県
榎
垣
外
遺
跡
出
土
の
墨
書
土
器
「
神
司
」
は
、
文
字

内
容
の
解
釈
は
、
そ
の
記
載
の
し
か
た
に
基
づ
い
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資

料
で
あ
る
。

　
「
神
司
」
は
“
か
み
の
つ
か
さ
”
と
訓
み
、
字
義
か
ら
い
え
ば
、
諸
の
祭
祀
を
掌
る

官
人
ま
た
は
そ
の
役
所
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
宰
府
の
官
司
の
一
つ
、
「
主
神
」

は
「
か
み
の
つ
か
さ
」
と
訓
み
、
大
宰
府
に
お
け
る
祭
祀
の
主
宰
者
お
よ
び
そ
の
役

所
、
中
央
に
お
け
る
神
舐
官
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
本
資
料
の
場
合
は
、
墨
書
土
器
の
墨
書
部
位
な
ど
の
記
載
方
法
に
注
目

す

る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
官
衙
に
お
け
る
墨
書
土
器
の
場
合
、
そ
の
代
表
例
と
い
え
る
「
厨
」
関
係
墨
書
土
器

は
、
圷
型
土
器
の
ほ
と
ん
ど
底
部
外
面
に
記
さ
れ
、
そ
の
他
、
体
部
外
面
に
記
さ
れ

て

い

る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
も
正
位
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「
厨
」
墨
書
土
器
は
、
食
器
と
し
て
常
態
の
使
用
時
を
想
定
し
て
、
底
部
外
面
お
よ

び

体
部
外
面
正
位
に
記
録
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
れ
と
対
置
さ
れ
る
の
が
、
祭
祀
等
の
行
為
に
伴
う
墨
書
土
器
の
部
位
で
あ
る
。

さ
き
に
揚
げ
た
カ
マ
ド
祭
祀
に
伴
う
と
さ
れ
る
千
葉
県
馬
場
遺
跡
○
〇
四
号
住
居
跡

出
土
の
墨
書
土
器
の
場
合
、
竪
穴
住
居
跡
の
カ
マ
ド
内
燃
焼
部
底
面
よ
り
浮
い
た
状

態
で
圷
が
四
点
重
ね

ら
れ
て
出
土
し
た
。
こ
の
四
点
の
圷
は
す
べ
て
倒
位
に
置
か
れ
、

そ
の
一
番
上
に
置
か
れ
た
圷
に
「
上
」
の
墨
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
上
」
は

体
部
外
面
に

倒
位
で
記
さ
れ
て
お
り
、
圷
を
倒
位
に
置
く
こ
と
に
よ
り
は
じ
め
て
文

字
の
意
味
が
明
瞭
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
土
器
の
状
態
は
竃
を
廃
棄
す
る
際
に
竃

神
を
封
じ
込
め
る
た
め
に
圷
を
伏
せ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
ま
た
、
千
葉
県
庄
作

遺
跡
の
例
の
よ
う
に
、
一
つ
は
内
面
に
人
面
墨
書
、
外
面
体
部
に
「
丈
部
真
次
召
代

国
神
奉
」
、
も
う
一
例
は
体
部
外
面
に
人
面
墨
書
、
底
部
外
面
に
「
手
」
、
内
面
に
「
国

玉
神
奉
」
と
墨
書
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
祭
祀
等
に
伴
う
墨
書
土
器
は
、
い
わ
ば
神
へ
の
祈
り
、
伝
達
と
い
う

意
味
か
ら
土
器
の
内
面
や
、
体
部
外
面
の
場
合
も
倒
位
や
横
位
な
ど
、
実
に
多
様
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
「
神
司
」
と
い
う
墨
書
土
器
は
、
体
部
外
面
に
倒
位
で
、
し
か
も
三
カ
所
に

放
射
状
に

記
し
て
い
る
点
が
特
異
と
い
え
る
（
図
1
7
）
。
部
位
等
の
記
載
の
し
か
た
か

ら
い
え
ば
、
通
常
の
官
衙
に
お
け
る
官
司
の
記
載
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
ず
、
む
し

ろ
、
祭
祀
等
に
伴
う
墨
書
土
器
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
記
載
内
容
の
点
か
ら
は
、
次
の
資
料
が
参
考
と
な
る
。
千
葉
県
久
能
高
野

遺
跡
の
「
罪
司
進
上
代
」
の
「
罪
司
」
は
、
文
字
通
り
人
の
罪
を
裁
く
司
の
こ
と
、

冥
途
の

裁
判
官
で
あ
る
。
さ
き
の
「
国
玉
神
奉
」
は
、
神
へ
の
饗
応
を
意
味
し
て
い

る
。　

結
局
、
こ
の
「
神
司
」
は
、
上
記
の
例
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
官
衙
に
お
け
る
「
神

司
」
と
い
う
正
式
な
官
司
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
む
し
ろ
、
記
載
部
位
、
土
師
器
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表2　墨書土器一覧

遺
　
　
　
跡

器

　
種

墨

書
部
位

内
　
　
　
　
面

外
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面

庄
作
遺
跡

土
師
器
杯

内
面

人
面
墨
書

外
面
体
部
・
正
位

丈
部
真
次
召
代
国
神
奉

〃

内
面

国
玉

外
面
体
部
・
横
位

口
継
罪
口

〃

内
面

国
玉
神
奉

外
面
体
部
・
正
位

人
面
墨
書

外
面
底
部

手

ク

外
面
底
部

口
口
女
奉

土
師
器
甕

外
面
胴
部
・
正
位

人
面
墨
書

罪
ム
国
玉
神
奉

久
能
高
野
遺
跡

土
師
器
杯

外
面
体
部
・
横
位

罪
司
進
上
代

権
現
後
遺
跡

〃

内
面

人
面
墨
書

外
面
体
部
・
横
位

村
神
郷
丈
部
国
依
甘
魚

北
海
道
遺
跡

〃

内
面

承
和
五
年
二
月
十
口

口

外
面
底
部

人
面
墨
書

〃

外
面
体
部
・
横
位

丈
部
乙
刀
自
女
形
代

白
幡
前
遺
跡

土
師
器
甕

外
面
胴
部
・
正
位

人
面
墨
書

丈
部
人
足
召
代

長
勝
寺
脇
館
跡

土
師
器
杯

外
面
体
部
・
横
位

命
替
神
奉

〃

〃

命
替
神
×

〃

〃

奉

鳴
神
山
遺
跡

〃

〃

丈
部
山
城
方
代
奉
　
　
丈
尼

〃

？
・

口
口
刀
自
女
召
代
進
上
　
同
口

〃

国
玉
神
上
奉

荒
田
目
条
里
遺
跡

土
師
器
鉢

外
面
胴
部
・
正
位

人
面
墨
書

磐
城
口

磐
城
郷

丈
部
手
子
万
呂

伊
場
遺
跡

土師
器
杯
　
　
〃

外
面
体

面

人
面
墨
書

召
代
多
臣
永
野
麻
呂
身
代

海
部
尿
子
女
形
×

註
（
1
9
）

蹄
刊
細
嶋
山
雲
隈
Q
く
ピ
担
3
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図17　墨書土器

　　　　「神司」の見取図

　　　　〔長野県榎垣外遺跡〕

圷

と
い
う
器
種
な
ど
の
諸
条
件
お
よ
び
「
神
奉
」
「
国
玉
神
奉
」
な
ど
と
の
関
連
か
ら

い

え
ば
、
「
神
司
」
は
人
々
に
福
徳
を
も
た
ら
す
神
を
つ
か
さ
ど
る
も
の
と
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
点
で
は
、
「
神
司
」
は
さ
き
の
久
能
高
野
遺
跡
の
「
罪
司
」
に
類

し
た
用
法
と
い
え
る
。
本
遺
跡
の
住
人
が
招
福
除
災
延
命
の
願
い
を
込
め
て
、
土
器

に

「神
司
」

あ
ろ
う
。

と
墨
書
し
、
そ
の
器
に
御
馳
走
を
盛
り
、
神
へ
の
饗
応
を
行
っ
た
の
で
　
7
2

　
　

㈹
　
多
文
字
墨
書
土
器
の
語
る
も
の

　
東

日
本
各
地
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
多
文
字
の
墨
書
土
器
は
、
一
体
、
古
代
人
の

ど
の
よ
う
な
行
為
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
本
稿
の

テ
ー
マ
で
あ
る
古
代
人
の
死
に
深
く
関
係
す
る
と
推
測
さ
れ
る
多
文
字
墨

書
土
器
に
触
れ
る
前
に
、
次
の
資
料
を
参
考
ま
で
に
記
し
て
お
き
た
い
。
（
図
5
参
照
）

　
○
庄
作
遺
跡
四
六
号
住
居
跡
出
土
　
土
師
器
圷

　
　
　
　
　
　
外
面
体
部
・
横
位

　
　
　
「
×
秋
人
歳
神
奉
進
　
上
総
×
」

　
土
器
の

口

縁
部
に
横
位
に
連
続
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
「
…
…
奉
進
」
の
次
が
約
一

字
分
空

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
章
は
「
上
総
」
か
ら
始
ま
る
と
判
断
し

て

よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
断
片
の
上
部
に
み
え
る
「
秋
人
」
は
人
名
と
み
て

間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
文
章
の
復
原
は
、
内
容
か
ら
だ
け
で
も
あ
る
程
度
可
能
で
あ
る
が
、
ま
ず
、

現
存
す
る
断
片
の
文
字
数
か
ら
機
械
的
に
割
り
付
け
て
全
体
の
文
字
数
を
推
定
す
る

方
法
を
試
み
て
み
た
。

　
前
述

し
た
よ
う
に
「
進
」
の
文
字
と
「
上
」
の
文
字
の
間
が
空
い
て
い
る
の
で
、

「秋
」
か
ら
「
進
」
ま
で
の
六
文
字
と
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
器
片
の
角
度
約
＝
○
度
÷
六
文
字
H
一
八
・
三
三
…
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
〇
度
÷
一
八
・
三
度
1
1
一
九
・
六
七



“古代人の死”と墨書土器

　
全
体
の
文
字
数

は
約
一
九
文
字
と
な
る
計
算
で
あ
る
。
「
進
」
と
「
上
」
と
の
間
の

空

を
一
文
字
分
と
す
れ
ば
、
約
一
八
文
字
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。
こ

の
文

は
「
上
総
」
国
を
本
貫
地
と
す
る
「
口
秋
人
」
と
い
う
人
物
が
歳
神
に
奉
進

す

る
と
い
う
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
国
＋
郡
＋
郷
＋
人
名
＋
歳

神
奉
進
」
と
い
う
構
成
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
文
は
次
の
よ
う
に

復
原
さ
れ
る
。

　
（
例
）
　
上
総
國
口
口
郡
口
口
郷
口
口
口
秋
人
歳
神
奉
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

　
　
　
　
ユ
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
ぴ
　
リ
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
ユ
　
ユ
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
実
際
に
は
、
断
片
中
の
文
字
配
置
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
字
間
等
も
一
定
し

て

い

な
い
だ
け
に
、
全
体
の
文
字
数
は
一
八
文
字
前
後
と
み
て
、
右
の
よ
う
な
構
成

で
あ
る
こ
と
だ
け
を
確
認
す
る
程
度
に
と
ど
め
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
歳
神
（
年
神
）
は
歳
徳
神
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
年
の
福
徳
を
つ
か

さ
ど
る
神
で
あ
る
。
こ
の
神
の
い
る
角
を
恵
方
と
い
い
、
年
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例

え
ば
、
近
世
の
『
類
聚
名
物
考
』
（
神
祇
二
）
に
よ
れ
ば
「
年
徳
と
は
、
神
書
に
所
謂

大
歳
の

神
な
り
。
日
本
の
国
風
に
て
、
春
の
初
め
家
々
に
棚
を
か
ま
え
、
注
連
は
り
、

此
神

を
祭
り
、
酒
菓
な
ど
供
す
る
な
り
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
毎
年
正
月
に
は
、
歳

神
を
家
に
招
き
入
れ
る
た
め
に
、
恵
方
に
向
け
て
棚
を
作
り
、
酒
肴
を
さ
さ
げ
る
習

慣
が
存
在
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
資
料
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
上
総
国
（
武
射
郡
某
郷
）
某
秋
人
が
正
月
に
福
を
も
た
ら
す
歳
神
を
招
き
入
れ
る

た
め
に
、
そ
の
年
の
恵
方
に
土
器
1
1
圷
に
御
馳
走
（
八
千
代
市
権
現
後
遺
跡
で
は
「
甘

魚
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
）
を
盛
り
、
「
奉
進
」
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　
閻
魔
王
庁
に
は
冥
府
の
戸
籍
が
あ
る
ゆ
え
に
、
神
仏
に
対
し
て
願
い
事
を
す
る
人

に

は
自
ら
の
本
貫
地
（
国
ー
郡
ー
郷
）
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　
古
代
の
歳
神
に
関
す
る
こ
れ
ほ
ど
の
具
体
的
な
例
を
知
ら
な
い
だ
け
に
、
き
わ
め

て
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
多
文
字
資
料
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
、
次
に
整
理
す

る
よ
う
に
、
ほ
ぼ
類
似
し
た
祭
祀
行
為
に
伴
い
記
さ
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

　
さ
き
に
あ
げ
た
十
二
例
に
つ
い
て
、
「
×
秋
人
歳
神
…
…
」
に
照
ら
し
て
記
述
内
容

を
そ
れ
ぞ
れ
分
類
す
る
と
、
そ
の
文
章
構
成
は
、
次
頁
の
表
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

こ
こ
で
、
問
題
は
、
召
代
・
形
（
方
）
代
・
身
代
・
命
替
と
い
う
表
記
部
分
で
あ

る
。　

召
代
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
『
類
聚
名
義
抄
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
「
招
」
と
同
じ
“
ま

ね

く
”
と
い
う
訓
み
も
み
え
る
。
招
代
と
し
た
場
合
は
、
依
り
代
が
神
霊
の
よ
り
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぎ

く
も
の
、
こ
れ
に
対
し
、
依
り
代
を
神
霊
を
ま
ね
く
側
か
ら
み
て
呼
ん
だ
の
が
、
招

し
ろ代

で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
本
稿
で
扱
っ
て
き
た
文
献
史
料
、
例
え
ば
『
日
本

霊
異
記
』
に
お
け
る
冥
界
の
閻
羅
王
の
も
と
に
“
召
す
”
と
い
う
表
記
、
冥
界
の
戸

籍
、
墨
書
土
器
に
お
け
る
「
罪
司
」
「
神
司
」
、
歳
神
の
例
で
示
し
た
「
上
総
国
○
○
」

の

よ
う
な
本
貫
地
の
明
示
な
ど
、
冥
界
と
現
世
は
全
く
同
じ
構
造
か
ら
な
り
、
律
令

社
会

を
模
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
律
令
文
書
行
政
に
お
い
て
も
、
下
達
文
書
と

し
て
、
符
式
に
類
す
る
も
の
と
し
て
召
文
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
「
召
」
は
、
下
達
の

意
で

あ
り
、
下
達
さ
れ
た
人
物
か
ら
い
え
ば
“
召
さ
る
る
”
こ
と
を
意
味
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
「
召
代
」
は
、
祭
祀
主
体
か
ら
い
え
ば
”
召
さ
る
る
代
り
”
と
い
う
表
現
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1

庄
作
遺
跡

丈

部

真

次

召
代

国
神

奉

2

〃

女

奉

3

〃

罪
ム

国
玉
神

奉

4

久
能
高
野
遺
跡

罪
司

進
上
代

5

北
海
道
遺
跡

丈
部
乙
刀
自
女

形
代

6

白
幡
前
遺
跡

丈

部

人

足

召
代

7

］

命
替

神

奉

8

鳴
神
山

遺
跡

丈

部

山

城

方
代

奉

9

〃

日
刀
自
女

召
代

進
上

10

〃

国
玉
神

上
奉

11

荒
田
目
番
轟

磐
城
郡
磐
城
郷

丈
部
手
子
万
呂

召
代

12

〃

多
臣
永
野
麻
呂

身
代

と
解
さ
れ
る
。
形
代
は
、
通
常
古
代
に
お
い
て
は
、
襖
の
時
に
、
そ
れ
で
身
体
を
な

で
て

災
い
を
移
し
、
水
に
流
し
て
や
る
人
形
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
形
代
は
身

が
わ

り
（
「
身
代
」
）
と
い
う
意
で
も
用
い
る
。

　
命
替
の

替
に

つ

い
て

は
、
さ
き
に
も
あ
げ
た
『
日
本
霊
異
記
』
（
中
巻
ー
二
十
四
）

の

楢
磐
嶋
に
関
す
る
説
話
の
中
で
、
冥
界
に
免
さ
れ
よ
う
と
し
た
磐
嶋
が
牛
二
頭
を

閻
羅
王
の
使
の
鬼
に
「
進
ら
む
が
故
に
、
唯
我
を
免
せ
」
と
い
い
、
鬼
は
、
磐
嶋
を

　
　
　
　
　
へ
　
　
　
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
い

免
し
「
汝
に
替
ふ
宜
き
者
な
り
。
彼
の
人
を
召
し
将
む
」
と
い
う
。
こ
の
説
話
の
中

だ

け
で
も
、
「
進
」
「
免
」
「
替
」
「
召
」
と
い
う
語
が
そ
れ
ぞ
れ
深
く
関
連
し
な
が
ら
、

一
連
の

行
為
を
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
と
、
多
文
字
の
願
文
を
表
記
し
た
も
の
が
土
器
で
あ
る
こ
と
に
改
め
て

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
土
器
は
大
部
分
土
師
器
圷
で
あ
り
、
若
干
小
型
の
土

師
器
甕
を
含
む
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
応
供
膳
具
と
と
ら
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

土
器
に

食
物
を
盛
り
供
膳
す
る
こ
と
を
第
一
義
的
に
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
文
字
は

そ
の
行
為
の
説
明
と
理
解
し
て
よ
い
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
こ
に
あ
げ
た
多
文
字
墨
書
土
器
は
多
少
の
違
い
は
あ
る
が
、

現
段
階
で
は
、
ほ
ぼ
同
様
の
祭
祀
行
為
に
伴
う
も
の
と
理
解
し
、
次
の
よ
う
に
解
釈

し
て
お
き
た
い
。

　
人
の

罪

を
裁
き
、
そ
の
死
期
を
決
す
る
罪
司
に
御
馳
走
を
土
器
に
盛
り
供
献
し
、

冥
界
に

命
を
召
さ
れ
る
こ
と
を
免
れ
よ
う
と
願
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
国

（
玉
）
神
と
の
関
連
は
不
明
で
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

む

す
び
に

か
え
て

　
古
代
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
墨
書
土
器
は
、

あ
る
。

古
代
社
会

を
解
明
す
る
有
力
な
資
料
で
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“古代人の死”と墨書土器

　
人
面
墨
書
土
器
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
的
理
解
は
我
が
国
に

お

い

て
、
当
初
国
家
祭
祀
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
が
、
そ
の
後
、
個
人
的
祭

祀
・
民
間
祭
祀
に
変
質
し
、
地
方
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
と
す
る
。
こ
の
人
面
墨
書
土

器
祭
祀
を
も
取
り
入
れ
た
古
代
の
東
国
社
会
に
お
け
る
祭
祀
形
態
の
実
態
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
墨
書
土
器
を
手
が
か
り
に
し
て
鮮
や
か
に
そ
の
姿

を
現
し
て
き
た
の
は
、
死
か
ら
、
冥
界
か
ら
必
死
に
免
れ
よ
う
と
す
る
“
延
命
”
祭

祀
で
あ
る
。

　
中
国
に
お
い
て
、
す
で
に
冥
道
世
界
は
、
中
国
古
来
の
俗
説
と
仏
教
と
も
道
教
と

も
一
般
信
仰
と
も
つ
か
ぬ
混
合
し
た
様
を
呈
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
我
が
国
に

は
お
そ
ら
く
は
そ
の
よ
う
な
混
合
し
た
相
の
も
の
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら

れ
、
さ
ら
に
我
が
国
の
古
来
の
信
仰
と
も
交
わ
り
、
複
雑
な
形
態
を
な
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
信
仰
の
展
開
過
程
は
、
墨
書
土
器
で
み
る
か
ぎ
り
、
八
世
紀
段
階
に

は
東
国
社
会
に
浸
透
し
て
お
り
、
中
央
と
在
地
社
会
へ
の
受
容
に
そ
れ
ほ
ど
時
期
差

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
若
干
の
時
期
差
を
認
め
る
と
し
て
も
、
以
上
の
よ
う
な
受

容
状
況
か

ら
し
て
、
通
説
的
理
解
の
よ
う
に
国
家
祭
祀
か
ら
民
間
祭
祀
へ
の
変
質
過

程
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
祭
祀
内
容
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
招
福
、
除
災
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ

て

き
た
が
、
現
世
利
益
に
お
け
る
も
う
一
面
と
し
て
“
延
命
”
も
ま
た
古
代
人
の
強

い

願
望
で
あ
っ
た
こ
と
を
数
多
く
の
墨
書
土
器
か
ら
鮮
明
に
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

カ
マ
ド
神
、
庚
申
信
仰
を
含
め
た
冥
界
信
仰
の
な
か
に
、
我
々
は
古
代
人
の
死
お
よ

び

死
後
の

世
界

に
対
す
る
恐
れ
の
実
態
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら

れ

る
。
し
か
も
、
そ
の
祭
祀
は
、
従
来
の
文
献
史
料
を
さ
ら
に
古
く
さ
か
の
ぼ
り
、

ほ
ぼ
八
世
紀
段
階
ま
で
現
状
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
稿

は
古
代
人
の
死
の
観
念
に
関
説
し
て
上
記
の
よ
う
な
考
察
に
と
ど
め
た
が
、

今
後
の

重
要
な
研
究
課
題
と
し
て
、
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
複
雑
に

混
合

し
た
信
仰
と
は
い
え
、
外
来
の
新
し
い
信
仰
形
態
は
在
地
社
会
に
は

異
様
に
映
り
、
そ
の
現
世
利
益
の
立
場
か
ら
は
、
人
々
の
き
わ
め
て
強
い
関
心
を
集

め
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
新
し
い
信
仰
形
態
は
、
自
然
な
形
で
村
々
に
浸
透

し
た
の
で
な
く
、
お
そ
ら
く
、
在
地
に
お
け
る
特
定
の
受
容
主
体
、
い
い
か
え
れ
ば

そ
れ
ら
を
司
祭
す
る
こ
と
が
在
地
社
会
に
お
け
る
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
な
が
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
一
例
を
あ

げ
て
お
こ
う
。
上
記
の
東
国
各
地
の
墨
書
土
器
に
記
さ
れ
た
祭
祀
の
・
王
体
と
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

れ

る
人
物
は
“
丈
部
”
と
い
う
ウ
ジ
名
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と

と
、
こ
れ
ら
の
墨
書
土
器
の
出
土
地
域
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
丈
部
（
直
）
が
郡

領
氏
族
ま
た
は
有
力
氏
族
で
あ
る
点
と
は
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
点
に
つ
い

て

は
、
さ
ら
に
資
料
の
増
加
を
ま
っ
て
、
改
め
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）

註（
1
）
　
山
武
考
古
学
研
究
所
『
小
原
子
遺
跡
群
』
　
一
九
九
〇
年
。

（
2
）
　
萱
田
地
区
遺
跡
群
の
各
遺
跡
の
報
告
書
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
働
　
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
八
千
代
市
白
幡
前
遺
跡
』
　
一
九
九
一
年
。

　
　
勧
　
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
八
千
代
市
井
戸
向
遺
跡
』
　
一
九
八
七
年
。

　
　
働
　
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
八
千
代
市
北
海
道
遺
跡
』
　
一
九
八
五
年
。

　
　
勧
　
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
八
千
代
市
権
現
後
遺
跡
』
　
一
九
八
四
年
。

　
　
な
お
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
に
つ
い
て
、
総
括
的
な
整
理
が
、
最
近
、
天
野
努
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ

　
　
て
お
り
本
稿
で
も
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
古
代
東
国
村
落
と
集
落
遺
跡
ー
下
総
国
印
旛
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群
村
神
郷
の
様
相
ー
」
（
㈱
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
研
究
紀
要
』
一
六
、
一
九
九
五
年
一
）
。

（
3
）
　
励
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
久
能
遺
跡
群
』
　
一
九
八
八
年
。

（
4
）
　
励
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
鳴
神
山
遺
跡
』
　
一
九
九
四
年
。

（
5
）
　
勧
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
長
勝
寺
脇
館
跡
』
　
一
九
九
〇
年
。

（
6
）
　
長
野
県
岡
谷
市
教
育
委
員
会
『
平
成
3
年
度
榎
垣
外
遺
跡
ほ
か
発
掘
調
査
報
告
書
』
　
一
九

　
　
九
三
年
。

　
　
墨
書
土
器
に

つ

い
て

は
、
拙
稿
「
榎
垣
外
遺
跡
榎
海
戸
地
籍
出
土
の
墨
書
土
器
」
（
岡
谷
市
教

　
　
育
委
員
会
『
平
成
5
年
度
榎
垣
外
遺
跡
ほ
か
発
掘
調
査
報
告
書
』
一
九
九
四
年
、
所
収
）
。

（
7
）
　
ジ
ャ
パ
ン
通
信
社
『
月
刊
文
化
財
発
掘
出
土
情
報
』
一
九
九
三
年
十
月
号
、
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア

　
　
お
よ
び
解
説
。
な
お
、
人
面
墨
書
土
器
の
見
取
図
と
墨
書
土
器
『
多
臣
永
野
麻
呂
身
代
』
は
未

　
　
発
表
資
料
で
あ
る
が
、
い
わ
き
市
教
育
委
員
会
の
許
可
を
得
て
、
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
　
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
8
）
　
長
部
和
雄
「
唐
代
密
教
に
お
け
る
閻
羅
王
と
太
山
府
君
」
（
神
戸
女
子
大
学
東
西
文
化
研
究

　
　
所

『唐
宋
密
教
史
論
考
』
一
九
八
二
年
）
。

（
9
）
　
庚
申
信
仰
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
、
鳥
野
幸
次
「
庚
申
に
つ
い
て
」
（
民
衆
宗
教
史
叢
書

　
　
第
十
七
巻
、
小
花
波
平
六
編
「
庚
申
信
仰
』
雄
山
閣
出
版
、
「
九
八
八
年
）
を
参
照
し
た
。

（
1
0
）
　
拙
稿
「
墨
書
土
器
と
そ
の
字
形
ー
古
代
村
落
に
お
け
る
文
字
の
実
相
ー
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗

　
　
博
物
館
研
究
報
告
』
第
三
五
集
、
一
九
九
一
年
）
。

（
1
1
）
　
高
島
英
之
氏
は
、
拙
稿
で
指
摘
し
た
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
細
に
説
明
を
加
え
て
い
る

　
　

二
古
代
東
国
の
村
落
と
文
字
」
関
和
彦
編
『
古
代
東
国
の
民
衆
と
社
会
』
所
収
、
名
著
出

　
　
版
、
一
九
九
四
年
）
。

　
　
四
世
紀
、
中
国
・
東
晋
時
代
の
葛
洪
（
二
八
四
～
三
六
三
）
が
著
し
た
道
教
の
理
論
書
『
抱
朴

　
　
子
』
巻
一
七
・
登
渉
篇
に
み
え
る
、
山
に
入
る
際
の
呪
文
「
臨
兵
闘
者
皆
陳
列
前
行
」
（
敵
の

　
　
刃
物
に
ひ
る
ま
ず
に
戦
う
勇
士
が
前
列
に
陣
ど
っ
て
い
る
と
い
う
意
）
か
ら
と
ら
れ
た
も
の

　
　
と
言
わ
れ
、
基
本
的
に
は
縦
四
本
、
横
五
本
の
格
子
状
で
表
さ
れ
る
。
九
は
陽
の
満
数
で
あ

　
　
り
、
陰
で
あ
る
邪
気
を
伏
す
る
と
す
る
発
想
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
「
難
」
記
号
自
体
、
悪
霊

　
　
を
払
い
、
願
意
が
確
実
に
果
た
さ
れ
る
と
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
い
わ
れ
る
。

（
1
2
）
　
田
中
勝
弘
「
墨
書
人
面
土
器
に
つ
い
て
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
第
五
八
巻
第
四
号
、
一
九
七
三

　

年
三
月
）
、
水
野
正
好
「
ま
じ
な
い
の
考
古
学
・
事
始
」
（
『
ど
る
め
ん
』
一
八
号
、
一
九
七
八

　

年
八
月
）
お
よ
び
同
氏
「
招
福
・
除
災
ー
そ
の
考
古
学
ー
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報

　

告
』
第
七
集
、
一
九
八
五
年
）
な
ど
。

（
1
3
）
　
笹
生
　
衛
「
奈
良
・
平
安
時
代
に
お
け
る
疫
神
観
の
諸
相
ー
圷
（
椀
）
・
皿
形
人
面
墨
書
土

　
　
器
と
そ
の
祭
祀
ー
」
（
二
十
二
社
研
究
会
編
『
平
安
時
代
の
神
社
と
祭
祀
』
所
収
、
一
九
八
六

　
　年
）
。

（
1
4
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
「
庄
作
遺
跡
出
土
の
墨
書
土
器
」
（
山
武
考
古
学
研
究

　
　
所
『
小
原
子
遺
跡
群
』
所
収
、
一
九
九
〇
年
）
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
若
干
視
点
を
か
え

　
　
て
以
下
論
究
し
て
み
た
い
。

（
1
5
）
　
川
副
武
胤
「
天
神
・
国
神
考
」
（
『
古
代
史
論
叢
』
上
巻
　
一
九
七
八
年
）
な
ど
。

（
1
6
）
　
働
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
東
関
東
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
W
l
佐
原
地

　
　
区
日
ー
』
　
一
九
八
八
年
。

（
1
7
）
　
阿
久
津
久
「
カ
マ
ド
に
み
る
祭
祀
の
一
形
態
」
（
日
立
市
史
編
纂
委
員
会
『
日
立
史
苑
』
七

　
　
号
、
一
九
九
四
年
）
。

（
1
8
）
　
拙
稿
「
「
厨
」
墨
書
土
器
論
」
（
『
山
梨
県
史
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）
。

（
1
9
）
　
類
似
し
た
記
載
様
式
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
千
葉
県
佐
原
市
吉
原
三
王
遺
跡
の
墨
書
土
器

　
　
が
あ
る
（
㈲
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
佐
原
市
吉
原
三
王
遺
跡
ー
東
関
東
自
動
車
道
埋
蔵
文

　

化
財
調
査
報
告
書
V
（
佐
原
地
区
2
）
ー
』
一
九
九
〇
年
）
。

　
　
こ
の
場
合
は
、
遺
構
全
体
や
他
の
墨
書
土
器
と
の
関
連
な
ど
か
ら
、
に
わ
か
に
は
本
稿
の
資
料

　
　
と
同
一
な
性
格
か
ど
う
か
は
決
め
が
た
い
が
、
今
後
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

士口
原 遺
三
王
遺
跡 跡

器
〃　　〃　　〃　　〃　　ノノ 〃 〃

種

外
面 墨

ノノ　〃　　〃　　〃　　〃 〃

体
部

書

● 部

横
位

位

内

面

口

香
取
郡 外
大
杯
郷
中
臣

口 人
成

口 道 女
成 女 之 面
口　　　　　之　替　替 替
賛　賛　　　賛　進　進 承
進　　　進　進　上　上 口

（
2
0
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
竹
憲
治
氏
が
下
総
・
常
総
地
方
に
丈
部
の
分
布
が
多
い
こ

　
　
と
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
関
東
地
方
出
土
の
墨
書
人
面
土
器
小
考
」
『
史
館
』
第
十

　
　
八
巻
、
一
九
八
五
年
一
二
月
）
。
し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
信
仰
形
態
の
受
容
主

　

体
と
し
て
丈
部
が
在
地
有
力
者
で
あ
る
点
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
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Charcoal－marked　Pottery　and　Concepts　of　Death　in　Ancient　Japan

HIRAKAwA　Mlnam1

　　In　a　previous　research　report，　the　author　noted　that　the　symbols　on　the　inside　of

charcoal－marked　pottery　excavated　from　Ancient　Period　sites　in　Japan　were　associated

with　certain　funeral　ceremonies．　Future　research　must　investigate　the　nature　of　such

ceremonies　and　their　underlying　belief　systems．

　　This　report　fbcuses　on　the　Inba　and　Katori　Regions　of　Chiba　Pre飴cture，　where　a

great　deal　of　data　on　charcoal－marked　pottery　has　recently　become　available．　The

purpose　is　to　clarify　the　nature　of　the　funeral　ceremonies　and　beliefS　associated　with

this　pottery．　To　begin，　the　extant　literature　on　charcoal－marked　pottery　in　eastern

Honshu，　including　the　fbrm　of　the　symbols　themselves，　archeological　context　and

associated　structures，　was　compiled　and　analyzed．　The　symbols　can　possibly　be

interpreted　as　the　people　of　Ancient　Japan，　in允ar　of　death，　praying　R）r　extended　lifb．

This　fbar　of　the　afterlifb　most　likely　has　roots　in　Ancient　China，　and　was　transmitted

to　Japan．　The　Ancient　Chinese　concepts　regarding　the　afterlifb　are　based　on　a

combination　of　Buddhist，　Taoist　and　local　Chinese　traditions．　These　concepts　were

then　transmitted　to　Japan．　The”Nihonryoiki”，contains　many　concrete　explanations

of　these　beliefS．

　　The　people　of　Ancient　Period　Japan　fbared　that　imminent　death　would　result　from

their　sins，　and　of〕』red　propitiations　to　avoid　or　postone　this　fate．　These　propitiations

are　represented　by　the　symbols　on　charcoal－marked　pottery　that　has　excavated　flom

many　village　sites　in　eastern　Japan．
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